
ᖹ成㸰㸶ᖺ度 現代文Ｂ㸦㸱ᖺ㸧ࡢ学習㸦ࣛࢩバࢫ㸧 

 

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用ࡿࡍ教科書 

科目名 現代文Ｂ 単位数 㸰 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸱学ᖺ 

使用ࡿࡍ教科書 東京書籍 新編現代文Ｂ 

副教材等 ࡋ࡞  

 

㸰 学習目標 

࣭基礎的࡞語彙，漢字，表現技巧ࢆ学ࡧ自由活用࡛ࡿࡁ力ࢆ養うࠋ 

ࡍࢆㄞ書ࡓࡲࠋࡿࡅࡘ身ࢆ語彙力，ㄞ解力࡛ࡇ味わうࡳㄞ，ࢀ触文章ࡢンࣝࣕࢪ࡞ࡲࡊࡲࡉ࣭

     ࠋࡿࡵ深ࢆ考えࡢࡽ自，ࡆࢁࡦࢆ幅ࡢ視㔝や思考，ࡋ体験ࢆࡧ喜ࡿ

࣭自ศࡢ考え意見ࢆ表現࡛ࡿࡁ語彙表現力ࢆ身付ࡅ自己ア࣮ࣝࣆ，コミュニケ࣮ࢩョン能力ࢆ

高ࠋࡿࡵ 

 

㸱 学習方法 

ձ 教科書ࢆ繰ࡾ返ࡋ音ㄞࠋࡿࡍ 

ղ プࣜンࢆࢺ用い࡚漢字ࡢ練習ࢆ行うࠋ 

ճ ワ࣮ࢆࢺ࣮ࢩࢡ利用ࡋㄞ解ࢆ深ࠋࡿࡵ 

մ 作者ࡢ他ࡢ作品ࢆㄞࡳ味わいㄞ書ࡢ幅ࢆ広ࡿࡆ 

 

㸲 学習計画 

学期 月 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポインࢺ 

 

 

 

 

 

第 

 

 

㸯 

 

 

学 

 

 

期 

 

 

 

 

㸲 

 

 

 

 

 

 

 

㸳 

 

 

 

 

 

㸴 

 

 

㸵 

 

 

 ョンࢩンテ࣮࢚ࣜ࢜

 

㝶想 新ࡋい視点ࡽ 

 開店準備࠘ࡢ࢙ࣇ࢝ࠗ

 

 

現࣭代文Ｂࡢ㸯ᖺ間ࡢ学習計画

 ࠋࡿࡍ理解ࢆ

個࣭性的࡞表現注意ࡽࡀ࡞ࡋ

㝶想ࢆㄞࠊࡳ内容ࢆ的確ㄞ

 ࠋࡿࡳ

࣭日常へࡢ鋭い視線ࠊ逆転ࡢ発

想ࡀᥥࡓࢀ文章ࢆㄞࠊࡳ視

㔝ࢆ広ࠋࡿࡆ 

࣭正ࡋく内容ࡀ理解࡛ࠋࡓࡁ 

࣭漢字練習プࣜンࢺ，ワ࣮ࢩࢡ

 ࠋᥦ出ࡢࢺ࣮

࣭辞書等ࢆ用い࡚，正ࡋく表現

 ࠋࡓࡁ࡛

 

小ㄝ㸯 生ࡕࡓࡢ 

 日和࣮࠘ࣝ࢞ン࢝ࠗ

 

 

 

 

࣭小ㄝࠊࡀ構成や表現ࡢ面࡛

ࡿい࡚ࢀࡉ工夫うࡼࡢ

 ࠋࡿࡍ理解ࢆ

࣭小ㄝࢆㄞࢆࡇࡴ通ࠊ࡚ࡋ自

ศࡣ何࣭ 人間ࡣ何

いう問題ࡘい࡚考えࢆ深

 ࠋࡿࡵ

࣭正ࡋく内容ࡀ理解࡛ࠋࡓࡁ 

࣭漢字練習プࣜンࢺ，ワ࣮ࢩࢡ

 ࠋᥦ出ࡢࢺ࣮

࣭辞書等ࢆ用い࡚，正ࡋく表現

 ࠋࡓࡁ࡛

 

評論㸯 時代ࡽࡦࢆく 

ࠗ最初ࡢペンࢠン࠘ 

 

 

 

 

࣭論理࣭展開注意࡚ࡋ評論ࢆ

ㄞࠊࡳ扱わ࡚ࢀいࡿ問題ࢆ正

確捉えࠋࡿ 

࣭筆者ࡢ考えࢆ手ࠊࡾࡀ現

代社会ࢆ生࡚ࡁいくୖ࡛

考ࢆ必要ࡀ態度࡞うࡼࡢ

えࠋࡿ 

࣭正ࡋく内容ࡀ理解࡛ࠋࡓࡁ 

࣭漢字練習プࣜンࢺ，ワ࣮ࢩࢡ

 ࠋᥦ出ࡢࢺ࣮

࣭辞書等ࢆ用い࡚，正ࡋく表現

 ࠋࡓࡁ࡛

 

 

 

 

第 

 

 

㸷 

 

 

 

 

 

詩歌 心ࡢうࡓ 

ࠗ永訣ࡢ朝࠘ 

ࠗ一日ࡢ長࠘ࡉ 

 

 

 

࣭詩的࡞表現へࡢ理解ࢆ深ࠊࡵ

詩歌込ࡓࢀࡽࡵ作者ࡢ心

情ࢆ味わうࠋ 

࣭様々࡞詩歌接ࠊ࡚ࡋ多様࡞

表現ࢆ味わいࠊ鑑賞力ࢆ高ࡵ

 ࠋࡿࡍ豊ࢆ感性ࡢ自己ࠊ

࣭詩歌ࢆㄞࠊࡳ味わう࡛ࡀࡇ 

 ࠋࡓࡁ

࣭意欲的作業取ࡾ組ࡇࡴ 

 ࠋࡓࡁ࡛ࡀ

࣭正ࡋく内容ࡀ理解࡛ࠋࡓࡁ 

࣭漢字練習プࣜンࢺ，ワ࣮ࢩࢡ



 

 

㸰 

 

 

 

学 

 

 

 

期 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

 

 ࠋᥦ出ࡢࢺ࣮  

小ㄝ㸰 虚構真実 

ࠗ葉桜魔笛࠘ 

 

 

 

時࣭代背景や虚構性注意࡚ࡋ

小ㄝࢆㄞࠊࡳそࡇᥥࡓࢀ

世界ࢆ的確捉えࠋࡿ 

小࣭ㄝࢆㄞ࡛ࢇ感ࡇࡓࡌや考

えࢆࡇࡓ仲間伝え合う

ࢆ態度ࡿࡵ深ࢆ理解࡛ࡇ

養うࠋ 

࣭正ࡋく内容ࡀ理解࡛ࠋࡓࡁ 

࣭漢字練習プࣜンࢺ，ワ࣮ࢩࢡ

 ࠋᥦ出ࡢࢺ࣮

࣭辞書等ࢆ用い࡚，正ࡋく表現

 ࠋࡓࡁ࡛

詩歌 心ࡢうࡓ 

ࠗ春雷࠘㸦俳句㸧 

 

 

 

 

࣭個性的࡞作品ࢆㄞࠊࡳ多様࡞

俳句ࡢ世界ࢆ味わうࠋ 

自࣭然人間ࡢ関わࢆࡾㄞࡳ

取ࠋࡿ 

࣭俳句ࢆㄞࠊࡳ味わう࡛ࡀࡇ 

 ࠋࡓࡁ

࣭意欲的作業取ࡾ組ࡇࡴ 

 ࠋࡓࡁ࡛ࡀ

࣭漢字練習プࣜンࢺ，ワ࣮ࢩࢡ

 ࠋᥦ出ࡢࢺ࣮

 

第 

㸱 

学 

 期 

㸯 

 

 

 

 

 

評論㸰 現代ࢆ生ࡿࡁ 

 論理࠘ࡢࢻ࣮ࣔࠗ

 

 

  

 

語࣭句ࡢ意味や表現ୖࡢ特色

注意ࡽࡀ࡞ࡋ評論ࢆㄞࠊࡳ筆

者ࡢ主張ࢆㄞࡳ取ࠋࡿ 

社࣭会ࡢ問題対ࡿࡍ理解ࢆ深

いࡘ問題࡞様々࡛ࢇ進ࠊࡵ

࡚考えࠋࡿ 

࣭正ࡋく内容ࡀ理解࡛ࠋࡓࡁ 

࣭文章ࡢ構成，内容ࡢ理解࡞ࡀ

ࡍ理解ࢆ語彙ࡓࡲࠋࡓࢀࡉ

 ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿ

࣭漢字練習プࣜンࢺ，ワ࣮ࢩࢡ

 ᥦ出ࡢࢺ࣮

 

㸳 学習評価 

 㸦㸯㸧評価ࡢ観点及ࡧ内容ࡘい࡚ 

  以ୗ示ࡍ㸳ࡢࡘ観点基࡙ࡁ，学習内容ࡈࡾࡲࡲࡢ評価ࢆ行い，学ᖺ末㸳段㝵ࡢ評定

 ࠋࡍࡲࡋ総括

評  価  ࡢ  観  点  及  ࡧ  内  容 

観点㸯 関心࣭意欲࣭態度 

 

国語࡛理解ࡋ表現ࡿࡍ力ࢆ進࡛ࢇ高ࡶࡿࡵ，国語ࢆ尊㔜ࡋ 

࡚そࡢ向ୖࢆ図ࢁう࡚ࡋいࠋࡿ 

観点㸰 話࣭ࡍ聞く能力 

 

目的や場応࡚ࡌ効果的話ࡾࡓࡋ的確聞ࡁ取࡚ࡋࡾࡓࡗ，自 

ศࡢ考えࢆ深ࡵ，発展ࡉせ࡚いࠋࡿ 

観点㸱 書く能力 

 

必要࡞情報ࢆ用い，相手や目的，課題応ࡓࡌ適ษ࡞表現ࡿࡼ 

文章ࢆ書ࡁ，自ศࡢ考えࢆ深ࡵ，発展ࡉせ࡚いࠋࡿ 

観点㸲  ㄞࡴ能力 

 

近代以降ࡢ文章ࢆ的確ㄞࡳ取ࡾࡓࡗ，目的応࡚ࡌ幅広くㄞࢇ 

 ࠋࡿせ࡚いࡉ発展，ࡵ深ࢆ考えࡢ自ศ，࡚ࡋࡾࡔ

観点㸳 知識࣭理解 

 

言語文化及ࡧ言葉ࡢ特徴やࡘ࡞ࡾࡲࡁい࡚ࡢ理解ࢆ深ࡵ，知 

識ࢆ身付࡚ࡅいࠋࡿ  

 

 㸦㸰㸧ࠕ評価ࡢ観点ࠖࡢ評価方法ࡘい࡚ 

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 観点㸳 備    考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ○ ○ 学習活動へࡢ参加ࡢ態度 

小テࢺࢫ ○ ○ ◎ ○ ◎ 漢字テ࣭ࢺࢫ音声テ࡞ࢺࢫ 

ᥦ出物 ◎ ○ ○ ○ ◎ プࣜン࣭ࢺノ࣮࡞ࢺ 

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ᖺ間㸳回実施 

㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特㔜視ࡿࡍいう意味࡛ࠋࡍ㸧 
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ᖹ成㸰㸶ᖺ度 国語表現の学習㸦シࣛバス㸧

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用すࡿ教科書

科目名 国語表現 単位数 㸱 履修学ᖺ࣭区ศ 㸱学ᖺ

使用すࡿ教科書 教育出版 国語表現

副教材等 京都書房 基礎ࡽの国語表現の実践

㸰 学習目標

国語の基礎࡛あࡿ漢字力࣭語彙力ࢆ豊すࡿこ࡚ࡗࡼ，国語࡛適ษ表現すࡿ能力ࢆ育成

すࡲࠋࡿた，文章や音声࡛表現すࡿ力ࡘࢆけࡿこ࡚ࡗࡼ，伝え合う力ࢆ高ࠊࡶࡿࡵ思考

力ࢆ伸ばし言語感覚ࢆ磨ࠊࡁ進࡛ࢇ表現し，社会生活ࢆ充実させࡿ態度ࢆ育࡚ࠋࡿ

㸱 学習方法

ձ 教科書の内容ࢆ，ワ࣮クシ࣮トࢆ使いࡽࡀ࡞学習すࠋࡿ

ղ 副教材ࢆ利用し，漢字の読ࡳ書ࡁ等の言語事項ࢆ学習すࠋࡿ

㸲 学習計画

学期 月 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価のポイント

㸲 原稿用紙の使い方 原稿用紙の使い方ࢆ習得すࠋࡿ正しい原稿用紙の使い方ࡀ習得

ࠋたࡁ࡛

作文ࠕ自己紹介ࠖ 原稿用紙ࢆ正しく使い，自己 自ศࡽしい自己紹介文ࡀ書けた

第 紹介文ࢆ書くࠋ ࠋ作文提出ࠋ

○教㸯 こば変えࡿ

ステップ㸯 ㏿く正確書 基ࡶ最ࡶの中࡛ࠖ書くこࠕ ㏿く正確丁寧視写࣭聴写す

㸯 写すࡁ 礎的ࠕ࡞視写 聴写ࠕࠖ プࣜント提ࠋたࡁ࡛ࡀこࡿ，行いࠖࢆ

自己の表現能力の実態ࢆ把握 出ࠋ

㸳 すࠋࡿ

学 ○教ステップ㸰 ࡿ取ࢆ࣓ࣔ 必要࡞事項ࢆ聞ࡁ取ࡾ，࣓ࣔ 正確ࢆ࣓ࣔ取ࡾ，的確࣓ࣔ࡞

࣭࣓࡛ࣔ伝えࡿ 伝人ࢆࢀた，そࡲࠋࡿ取ࢆ プࣜンࠋたࡁ࡛ࡀこࡿ作ࢆ

えࡿたࡵ的確ࢆ࣓ࣔ࡞作ࠋࡿト提出ࠋ

期 ○教ステップ㸱 絵ࢆこば 情報ࢆ取捨選択しࠊ整理࣭記 絵ࢆ言葉࡛的確表現すࡿこ

ࡿす 録すࡿたࡵの基本的࡞技術ࢆ ࠋプࣜント提出ࠋたࡁ࡛ࡀ

身ࡘけࠋࡿ

㸴

○副㸯 仮名࡙いࢆ正しく 副教材の問題演習ࠋ 辞書ࢆ利用し，正しく解答࡛ࡁ

○副㸰 送࡞ࡀࡾの送ࡾ方 基本的࡞表現慣ࠋࡿࢀ たࠋテキスト提出ࠋ

○副㸱 文字の使いศけ 紛ࡽわしい文章表現ࢆ正すࠋ

○副㸲 句読点࣭表記符号の 効果的࡞正しい辞書の利用ࠋ

使い方

㸵 ○副㸷 正しい敬語表現 敬語表現ࢆ身ࡘけࠋࡿ 正しい敬語表現ࢆ習得し，表現

すࡿこࡁ࡛ࡀたࠋテキスト

提出ࠋ

㸷 ○教㸰 声の表現

ステップ㸯 声ࢆ出そう 呼吸の仕組ࡳ腹式呼吸の方 呼吸の仕方ࢆ理解し，積極的

第 法ࡘい࡚理解し，発音留 発声࡛ࡁたࠋプࣜント提出ࠋ

意した声の出し方ࢆ学ぶࠋ

○教ステップ㸰 文字ࢆ声 文の構㐀ࢆ把握しࠊその意味 聞ࡁ手伝わࡾやすい話し方ࢆ

㸰 変えࡿ 声特ࠊ音読の仕方ࡿ伝えࢆ 工夫し࡚話すこࡁ࡛ࡀたࠋ
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い࡚学ࡘ工夫ࡢ高低や間ࡢ プࣜント提出ࠋ

ぶࠋ

学

10 ○教ステࢵプ㸱 スピ࣮チࡢ スピ࣮チࡢたࡢࡵ事前準備ࢆ スピ࣮チ向け࡚，準備ࡁ࡛ࡀ

方法 ࠋࡿࡍ たࠋプࣜント提出ࠋ

期 ○教ステࢵプ㸲 声ࡢ発表会 実際ᮏ番ࢆ体験ࠋࡿࡍ 発声や間ࡢ取ࡾ方，態度等留

意ࡋ，聞ࡁ手ࢆ魅了ࡿࡍスピ࣮

チࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍࢆたࠋプࣜ

ント提出ࠋ

11 ○教࣮ࣝࢶボࢵクス

方ࡁ書ࡢ手紙ࠊ୕ 伝統的࡞手紙ࡢ形式ࢆ学び， 手紙ࡢ形式ࡘい࡚理解࡛ࡁた

場面応ࡌたࡢࡤࡇ意味 ࠋプࣜント提出ࠋ

○副 「5 手紙文ࢆ書く ࠋࡿࡍい࡚理解ࡘ

副教材ࡢ問題演習ࠋ テキスト提出ࠋ

○副㸳 同音異義語注意ࡋ

࡚書く 副教材ࡢ問題演習ࠋ 辞書ࢆ利用ࡋ，正ࡋく解答࡛ࡁ

1「 ○副㸴 同訓異字ࡢ書ࡁศけ 文脈ࢆ読ࡳ取ࡾ，同音や同訓 たࠋテキスト提出ࠋ

ࠋࡿศけࡁ書ࢆ語句ࡢ

効果的࡞正ࡋい辞書ࡢ利用ࠋ

第 㸯 ○副㸵 類義語注意࡚ࡋ書 副教材ࡢ問題演習ࠋ 辞書ࢆ利用ࡋ，正ࡋく解答࡛ࡁ

㸱 く 場面や文脈合ࡗた語句ࢆ選 たࠋテキスト提出ࠋ

学 択ࠋࡿࡍ

期 ○副㸶 慣用的࡞表現 ࡍ学習ࢆや慣用句等ࡊわࡇ

ࠋࡿ

㸳 学習評価

㸦㸯㸧評価ࡢ観点及び内容ࡘい࡚

以ୗ示ࡍ㸲ࡢࡘ観点基࡙ࡁ，学習内容ࡈࡾࡲࡲࡢ評価ࢆ行い，学年ᮎ㸳段階ࡢ評定総

括ࠋࡍࡲࡋ

評 価 ࡢ 観 点 及 び 内 容

観点㸯 関心࣭意欲࣭態度 国語࡛伝え合う力ࢆ進࡛ࢇ高ࡶࡿࡵ，国語ࢆ尊重࡚ࡋそࡢ

向ୖࢆ図ろう࡚ࡋいࠋࡿ

観点㸰 話࣭ࡍ聞く能力 目的や場応࡚ࡌ効果的話ࡋ的確聞ࡁ取ࡗたࡾ， 話ࡋ合ࡗ

た࡚ࡋࡾ，自ศࡢ考えࢆ深ࡵ，発展ࡉせ࡚いࠋࡿ

観点㸱 書く能力正ࡋい文章表現 相手や目的，意図応ࡌた適ษࡘ効果的࡞表現ࡿࡼ文章ࢆ書

ࠋࡿせ࡚いࡉ発展，ࡵ深ࢆ考えࡢ自ศ，ࡁ

観点㸲 知識࣭理解 言葉ࡢ特徴やࡾࡲࡁ，役割ࡘ࡞い࡚ࡢ理解ࢆ深ࡵ，知識ࢆ身

ࠋࡿ付け࡚い

㸦㸰㸧ࠕ評価ࡢ観点ࠖࡢ評価方法ࡘい࡚

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備 考

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ○ 学習活動へࡢ参加ࡢ態度

小テスト ○ ○ ◎ ○ 漢字テスト࣭音声テスト࡞

提出物 ◎ ○ ○ ○ プࣜント࣭ノ࣮ト࡞

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ 年間㸱回実施

㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特重視ࡿࡍいう意味࡛ࡍ㸧

※担当者ࡾࡼ

基ᮏ的࡞国語表現ࢆ身ࡘけ，自立ࡋた社会人࡚ࡋ活躍࡚ࡋいくたࡵࡲࡇ，ࡶࡵ辞書ࢆ

引く習慣ࢆ身ࡘけ，正ࡋい国語表現ࢆ身ࡘけࡻࡋࡲうࡲࠋた，作文や手紙文等ࡢ文章ࡶ目的

人前࡛堂，ࡋ࠾ࢆ体験ࡿࡍ音声࡛表現，ࡽࡉࠋうࡻࡋࡲࡋうࡼࡿࡁ作成࡛ࡀࡢࡶたࡗあ

堂発表ࡿࡍ態度ࢆ身ࡘけࡻࡋࡲうࠋ



ᖹ成㸰㸶ᖺ度 地理Ｂࡢ学習㸦ࣛࢩバࢫ㸧

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用すࡿ教科書

科目名 地理Ｂ 単位数 㸲 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸱学ᖺ㸦選択㸧

使用すࡿ教科書 新編 詳解地理Ｂ 㸦宮書店㸧 標準高等地図㸦帝国書院㸧

副教材等 世界ࡢ諸地域㹌㹍Ｗ㸰㸮㸯㸴㸦帝国書院㸧

㸰 学習目標

現代世界ࡢ地理的象ࢆ系統地理的，現代世界ࡢ諸地域ࢆ歴史的背景ࢆ踏ࡲえ࡚地ㄅ的考察

し，現代世界ࡢ地理的ㄆ識ࢆ養うࡶ，地理的࡞見方や考え方ࢆᇵい，国際社会主体的生

。養うࢆ資質自覚ࡢし࡚日本国民ࡿࡁ

㸱 学習方法

ձ 地理ࡢ勉強ࡣ暗記࡛ࡣあࢇࡏࡲࡾ。

地理ࡢ学習࡛ࡑࡐ࡞ࠕ，ࡣうࢁࡔࡢࡿ࡞うࠖいう問題意識ࢆ持ࡘこ࡛，興味関心ࡀ高ࡲ

繋探求ࡢ自ศ自身ࡀ考え࡚いくこࢆ行動ࡢ向け࡚解決，ࡾ探ࢆ原因ࡢࡑ，す。次ࡲࡾ

。す࡛いうこ難しいࡣ学習ࡢ地理，ࡶ暗記し࡚ࢆけࡔ地理用語，ࡾࡲࡘ。す࡛ࡢࡿࡀ

ղ 日々ࡢ授業ࡀ一番大ษ࡛す。

主体的ࡲࡾࢆࢺ࣮ࣀしࡻう。教師ࡢㄝ明や余談ࡶ含࡚ࡵ，興味ࢆ持ࡓࡗエࣆソ࣮ࢻや理

解不十ศ࡞点ࡶ含࡚ࡵ，自ศ࣓ࣔࡾ࡞し࡚自ศࡔけࡢオࣜࢆࢺ࣮ࣀࣝࢼࢪ作ࡲࡾしࡻう。

ճ 自ศࡢ考えや疑問࡛࡞ࢇࡳࢆ共᭷しࡲしࡻう。

ศ࡞ࡽい点や疑問思うこࡢࡑ，ࡣ時質問しࡲしࡻう。あࡢࡓ࡞質問ࡀ，授業ཷࢆけ

。すࡲࡾࡀ繋新しい知識や理解ࡢ࡞ࢇࡳࡿ

մ 一家一冊ࠕ地図帳ࠖࢆ置ࡲࡁしࡻう。

常日頃ࡽ社会情勢関心ࢆ持ࡕ，テࣞࢽࡢࣅュ࣮ࢫや新聞ࢆ見ࡲしࡻう。ࡢࡑ際，ศࡽ

。大ษ࡛すࡀこࡿ付け身ࢆ習慣ࡿ地図帳࡛確ㄆすࡣい地名࡞

㸲 学習計画

学期 ᭶ 学習内容㸦単元名㸧 学習項࣭学習活動 評価ࡢポインࢺ

第Ϩ編 地図地理的技能 ࣭地理情報ࡀ生活結びࡘい ࣭地理情報ࢆ加工し࡚地図化す

第㸯章 地理情報地図 ࡚いࡿこࢆ理解すࡿ。 ࡓしうࡼけࡘ身ࢆ技能ࡿ

㸲 ࣭地図ࡢ種類ࡢࢀࡒࢀࡑ特 。

色ࢆ理解すࡿ

第㸰章 地図地域調査 ࣭新旧ࡢ地形図ࡽ地域ࡢ変 ࣭地図ࡢ種類利用関し࡚，

化ࢆㄞࡿྲྀࡳ能力ࢆ養う。 設定しࡓ課題適しࡓ地図ࡢ活

用方法ࢆ身ࡘけࡓ。

第ϩ編 現代世界ࡢ系統地 ࣭規模や形成要因ࡢ違う様々 ࣭地球規模࡛進行し࡚いࡿ自然

第 理的考察 ࡽศ布や形成要因ࡢ地形࡞ 環境ࡢ悪化や破壊等ࡢ問題ࡘ

第㸯章 自然環境 ᇶ礎的知識や概念ࢆ養い，地 い࡚，世界的視野留意し࡚考

㸯 形生活ࡢ関係ࢆ考察すࡿ。察࡛ࡓࡁ。

㸳 ࣭世界ࡣ種々ࡢ気候ࡀ存在 ࣭地形図ࡢㄞ図関すࡿ技能ࢆ

学 すࡿこࢆ理解すࡢࡑ。ࡿศ 身ࡘけࡓ。

布࣭成因࣭特徴ࢆ理解すࡿ ࣭世界ࡢ自然環境ࡢศ布や動向

期 関連ࡢ生活ࡢ人間，ࡶ ᇶ礎的࣭ᇶ本的知識やࡿ関す

。ࡿ理解すࢆ 概念ࢆ習得࡛ࡓࡁ。

第㸰章 資源産業 ࣭世界ࡢ資源࣭エࣝࢿギ࣮ࡢ ࣭現代世界ࡢ資源࣭エࣝࢿギ

特色やศ布，形成要因࡞ ࣮，食料等関すࡿ問題ࢆ積極

㸴 い࡚考察し，ᇶ礎的࣭ᇶ本ࡘ 的理解しࡼうしࡓ。

的知識ࢆ養う。 ࣭世界ࡢ資源産業等関すࡿ

ศ布図や統計資料ࢆ活用し，ศ

㸵 布ࡢ特色ࡘい࡚ศ析すࡿ技能



を身ࡘけた。

第㸱章 人口村落･都ᕷ ࣭村落ࡢ立地形態，都ᕷࡢ ࣭世界ࡢ人口村落࣭都ᕷࡢ分

発達変容関し࡚考察すࡿ。ᕸや動向，そࡢ形成要因関す

。たࡵ課題意識を高関心ࡿ

第㸲章 生活文化民族･ ࣭世界的ࡳた民族国家 ࣭世界ࡢ生活文化民族࣭宗教

９ 宗教 領土問題ࡢ多様性や日ᮏࡢ 基礎的࣭ࡿ関す分ᕸや動向ࡢ

。ࡿい࡚考察すࡘ 基ᮏ的࡞知識や概念を習得࡛ࡁ

第 た。

࣭日ᮏࡢ領土問題ࡘい࡚，理

㸰 解を深ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵた。

第Ⅲ編 現代世界ࡢ地ㄅ的 ࣭現代世界ࡀ自然，政治，経 ࣭地域区分ࡢ有用性を積極的

学 考察 済，文化ࡢ࡞指標࡚ࡗࡼ 理解しࡼうした。

10 第㸯章 現代世界ࡢ地域 様々࡞地域区分࡛ࡇࡿࡁ ࣭世界ࡢ様々࡞規模ࡢ地域ࡢ地

期 区 を理解すࡿ。 域的特色や地球的課題を，地ㄅ

第㸰章 現代世界ࡢ諸地 ࣭世界ࡢ様々࡞規模ࡢ地域ࡢ 的追究し考察すࡿ過程や結果

11 域 地域的特色や地球的課題を， ࡢ学習を通し࡚，地図や各種ࡢ

地ㄅ的追求し，歴史的背景 統計，年鑑，白書，画像，そࡢ

を踏ࡲえ࡚多面的･多角的地 他ࡢ資料ࡽ的確地理的事象

12 域ࡢ変容や構造を考察すࡿ。࣭ を読ࡳ取ࡗたࡾ，地域ࡢ変容を

考察したࡾすࡿ技能を身ࡘけ

た。

第㸱章 現代世界日ᮏ ࣭今ࡢ࡛ࡲ学習を基し࡚， ࣭現代世界࠾けࡿ日ᮏࡢ国土

第 㸯 日ᮏࡢ自然，産業構造，人口 地理的ࡿえࡀ特色や日ᮏࡢ

㸱 構成居住問題，伝統文化保 方向性や将来ࡢ解決ࡢ諸課題࡞

学 㸰 全グロ࣮バࣝ化関し࡚， 関心ࡿ関す方ࡾあࡢ国土ࡢ

期 日ᮏࡀえࡿ地理的࡞課題 課題意識を高ࡵた。

㸱 を発見し，そࡢ課題を多面的

࣭多角的考察，探究すࡿ。

㸳 学習評価

(1) 評価ࡢ観点及び内容ࡘい࡚

以下示す㸲ࡢࡘ観点基࡙ࡁ，学習内容ࡈࡾࡲࡲࡢ評価を行い，学年ᮎ㸳段階ࡢ評

定総括しࡲす。

評価基準࡞結び付いた具体的観点ࡢࡘ㸲ࡣࠖࢺポインࡢ評価ࠕたࢀࡉ示学習計画，࠾࡞

考えࡲす。

評 価 ࡢ 観 点 及 び 内 容

㸯 関心࣭意欲࣭態度 主体的ノ࣮ࢺを࡚ࡁ࡛ࡀࡇࡿいࡲ。ࡿた，作業や話し合

い積極的参加し࡚いࡿ。

㸰 思考࣭判断 地理的見方࣭考え方を身付け，世ࡢ中ࡢ事象ࡘい࡚多面的

考えࡿࢀࡽ。

㸱 資料活用ࡢ技能࣭表現 地図や統計࣮ࢹタ，分ᕸ図等を的確読ࡳ取ࡲ，ࡾた自分࡛ࡶ作

成࡛ࡿࡁ。

㸲 知識࣭理解 基ᮏ的࡞視点を持ち，様々࡞課題やそࡢ関連性ࡘい࡚理解を深

。ࡿ付け࡚い知識を身ࡢ一連ࡢそ，ࡵ

(「) い࡚ࡘ評価方法ࡢ観点ࠖࡢ評価ࠕ

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備 考

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ◎ ○ 出席状況࣭授業へࡢ取ࡾ組ࡳ状況

単元確ㄆࢸスࢺ ○ ○ ◎ ◎ 単元終了後実施

提出物 ◎ ○ ○ ○ 課題プࣜンࡢࢺ取ࡾ組ࡳ状況

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ 年間5回実施



㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特に重視するいう意味࡛す。㸧



ᖹ成㸰８ᖺ度 日本史Ｂࡢ学習㸦ࣛࢩバࢫ㸧

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用ࡿࡍ教科書等

科 目 名 日本史Ｂ 単位数 㸲 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸱学ᖺ㸦選択㸧

使用教科書 高校日本史㸦山川出版社㸧

副 教 材 等 新詳日本史㸦浜島書店㸧

㸰 学習目標

わࡀ国ࡢ歴史ࡢ展開ࢆ世界史的視㔝立࡚ࡗ総合的考察ࡋ,わࡀ国ࡢ文化伝統ࡢ特色

主国際社会自覚ࡢ࡚ࡋᇵい,国民ࢆ歴史的思考力,࡚ࡗࡼࡇࡿࡵ深ࢆㄆ識ࡢい࡚ࡘ

体的生ࡿࡁ日本人ࡢ࡚ࡋ資質ࢆ養い,真ࡢ国際化対応࡛ࢆࡇࡿࡁ目標ࡍࡲࡋ。

㸱 学習方法

ձ 常日頃ࡽ，社会事象㸦時事問題，世界ࡢ情勢㸧興味࣭関心ࢆ持ࡕ，新聞や雑ㄅ࡞

視聴ࡶ࡞ࢫニ࣮ࣗࡢオࢪテレビやࣛ，ࡓࡲ。うࡻࡋࡲけࡘ身ࢆ習慣ࡍ通ࢆ目

。ࡍ大ษ࡛ࡀࡇࡿࡍ事典や地ᅗ帳࡛確ㄆ，ࡽࡓࡁ出࡚ࡀい言葉や地名࡞ࡽわ，ࡋ

ղ 地理ࠕ 雲ࡳや，ࡋࡋ。ࡍ大ษ࡛ࡀࡇࡿࡍ暗記ࡣࡇࡢ必要最小限ࡶ歴史ࠖࠕࠖ

ࡢࡇ何故ࠕ，ࠖ。ࡢࡓࡗࡇ起ࡀࡇ࡞うࡼࡢࡇ何故ࠕ。ࢇࡏࡲࡾあࡣわけ࡛ࡿࡁ暗記࡛

ࠖ。ࡢࡓࡌ生ࡀ問題࡞うࡼࡢࡇ何故ࠕ，ࠖ。ࡢ࡞ࢇ盛ࡀ産業࡞うࡼ 常そࡢ背景ࡘい

࡚ 考え，理解ࢆ深ࡽࡀ࡞ࡵ整理࡚ࡋ覚えࡻࡋࡲう。ＴＶࡢ紀行番組，歴史番組や特集番

組ࡶ大変役立ࡓࡲ。ࡍࡲࡕ,歴史的事象対ࡿࡍ興味࣭関心ࡽࡉࢆ深ࡵ，発展的࡞学習ྲྀ

実࡚ࡗ行࡞博物館や郷土資料館，ࡾࡔࢇㄞࢆ࡞解ㄝ書や小ㄝࡿࡍ関歴史，ࡣࡴ組ࡾ

物ࢆ見ࡶࡇࡿいい࡛ࡻࡋう。

ճ ㄞ書ࡢ習慣ࢆ身付けࡻࡋࡲう。ゲ࣮࣒やࣇァッࢩョンࡢ࡞娯楽流ࢀࡉ，活字離

知識࣭教ࡓࡁ生ࡣ本ࡔࢇㄞࡁ高いࡢ若い時௦，感ཷ性，ࡀࡍࡲࡾあࡀ社会風潮ࡢࢀ

養ࡍࡲࡾ࡞。

մ 授業࡛ࡣ必ࡎ，資料集や地ᅗ帳࡞副教材ࢆ用意ࡇࡿࡍ。授業ࡣ教科書，ࣜࣉント

副教材等ࢆ使用࡚ࡋ進ࡍࡲࡵ。教科書ࡢ授業範ᅖࡼࢆくㄞ࡛ࢇ，ᇶ本的事項ࢆ理解ࡋ，

わ࡞ࡽいࢁࡇや疑問点ࢆ整理࡚ࡋ授業臨ࡻࡋࡲࡳう。板書事項௨外࡛ࡶ大ษࡇ࡞

ࡽう。自ศࡼ心掛けࢆ学ぶ学習ࡽく，自࡞ࡣ学習࡛ࡢう。ཷ身ࡻࡋࡲࡾࢆ࣓ࣔࡣ

求ࡓࡵ知識ࡣ生ࡓࡁ知識ࡓࡲ。ࡍࡲࡾ࡞,復習ࡢ際ࡣ，授業内容ࢆ確ㄆࡋ，ᇶ礎的࡞内容

。ࡍࡲ行いࢆトࢫ確ㄆテ，毎ࡾࡲࡲࡢう。学習内容ࡻࡋࡲࡳ࡛ࢇ組ࡾྲྀ問題集ࡢ

յ 㔜要࡞事項や地名࣭人物名ࡣ何度ࡶ書く࡚ࡗࡼࡇ覚えࡻࡋࡲう。自ศ流ࡢサࣈノ

࣮トࢆ作࡚ࡗ整理ࡿࡍ，理解ࡀ深ࡍࡲࡾࡲ。問題集ࢆ活用ࡋ，単元ࡈ問題ࢆ解ࡁ，

実践ࢆ積ࡾࡼࡤࡵ効果的࡛ࡍ。

㸲 学習計画

学期 月 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価࣏ࡢイント

㸲 オࣜエンテ࣮ࢩョン ࣭授業ࡢ進ࡵ方等ࡘ

い࡚ㄝ明ࡿࡍ。

第㸯章 古௦社会ࡢ形成 ࣭農耕ࡢ開始ࡀ社会 ࣭水稲耕作や金属器ࡢ伝来ࡀ日本

ࡓࡶࢆ変化࡞うࡼࡢ 列島ࡢ社会与えࡓ影響ࢆ発掘調

第 。ࡿࡏࡉ理解ࢆࡓࡋࡽ 査ࡢ成果ࡽ考察ࡋ，理解࡛ࡓࡁ

成立過ࡢト政権࣐࣭ࣖ 。

程関連࡚ࡋ古墳文化， ࣭ᅗㄝࡢ࡞資料ࢆ活用ࡋ，古墳

㸯 支配制度，朝鮮半島 文化ࡢ特徴ࢆ総合的考察ࡋ，理

。ࡿࡍ理解ࢆࡾ関わࡢ 解࡛ࡓࡁ。

期 㸳 第㸰章 律௧国家ࡢ形成 ࣭律௧国家ࡢ仕組ࡳや， ࣭律௧体制ࡘい࡚人々ࡢ生活

そࡇ生ࡓࡁ人々ࡢ生 や地方ࡢ動向ࡶ࡞踏ࡲえ࡚多

活ࡘい࡚考察ࡿࡍ。 角的考察ࡋ，理解࡛ࡓࡁ。

࣭奈良時௦ࡢ政権推移 ࣭政治史ࡢ流ࢆࢀ理解ࡋ，諸勢

。ࡿࡍ理解ࢆ政治内容 力対立ࡢ原因ࡘい࡚考察࡛ࡁ

。ࡓ



㸴 第㸱章 貴族政治の展開 ࣭㸷世紀10ࡽ世紀 ࣭藤原家の発展過程，公領の

け࡚の藤原家の勢力 変質や荘園の拡大࡞律௧体制

拡大や，律௧制度の変 の変容࡞つい࡚考察し，理

質つい࡚考察すࡿ。 解࡛ࡁた。

࣭武士の台頭を荘園の ࣭武士団の仕組ࡳや武士の反

発達絡࡚ࡵ考察すࡿ。 乱，成長࡞つい࡚考察し，

第 理解すࡿこࡁ࡛ࡀた。

㸵 第㸲章 武家社会の形成 ࣭院政௨降，貴族政権 ࣭院政期࠾けࡿ武士の影響力

㸯 ࡿ転換す武家政権ࡽ の拡大や平氏政権の展開つい

背景を探ࡿ。 ࡚考察し，武家政権ࡀのࡼう

，つい࡚考察し成立した

期 理解࡛ࡁた。

࣭条氏ࡀ幕府の実権を ࣭条氏ࡀ台頭し，執権政治を

握ࡾ，有力御家人ࡼ 確立し࡚いく過程や執権政治の

う࡞こ࠾議政治をྜࡿ 特質つい࡚，史料をࡶ考

貞永式目を，ࡶ 察し，理解すࡿこࡁ࡛ࡀた。

制定し，執権政治を展

開したこつい࡚考

察すࡿ。

㸷 第㸳章 武家社会の成長 ࣭実室町文の性格 ࣭南朝･山･東山文つい

戦国時௦の実情を理解 ࡚⚙文や能･狂言･茶の湯･生

すࡿ。 花࡞を例，その特色を考察

。たࡁ࡛

࣭戦国大名の領地支配を ࣭領国統治を強し࡚富国強兵

し࡚戦国の動乱を࠾ 策を推進した戦国大名つい

理解すࡿ。 ࡚，具体的考察࡛ࡁた。

10 第㸴章 幕藩体制の成立 ࣭ヨ࣮ロッパ人の来航 ࣭鉄砲やキリࢫト教の伝来，南

与えた影日本社会ࡀ 蛮貿易の展開を踏ࡲえ࡚ヨ࣮ロ

響を考察すࡿ。 ッパ世界の接触その影響

つい࡚考察࡛ࡁた。

࣭信長･秀ྜྷ･家康の統 ࣭織田信長の人物像や統一事業

一事業の 内容を比較し の流࡞ࢀつい࡚考察࡛ࡁた

封建的秩序の確ࡽࡀ࡞ 。

立を理解すࡿ。 ࣭秀ྜྷの対外政策つい࡚理解

し，秀ྜྷの対アࢪア認識を含ࡵ

第 一連の政策のࡶたࡽした影響

つい࡚考察࡛ࡁた。

࣭幕藩体制の特質つい࡚，幕

㸰 府藩࣭朝廷࣭寺社࡞の諸勢

力の関係，支配体制，経済的

基盤࡞を踏ࡲえ࡚考察࡛ࡁた

学 。

11 第㸵章 幕藩体制の展開 ࣭幕政の安定経済･社 ࣭文治政治へ転換した元⚘時௦

期 会の仕組ࡳつい࡚理 ･正ᚨの政治つい࡚，その政

解すࡿ。 策の特ᚩ࡞つい࡚考察し，

理解࡛ࡁたࡲ。た，幕府財政

悪の要因を把握し，その影響

たࡁ考察࡛つい࡚具体的

。

࣭元⚘期の経済発展幕 ࣭元⚘文つい࡚，町人の経

政の安定を背景，上 済的繁栄や商業活動の拡大࡞

方の豪商を中心町人 経済の発展や，幕府の教学し

たち担わࢀた元⚘文 ࡚発展すࡿ儒学࡞着目し

の特色を考察すࡿ。 ࡚，文学作品࣭美術作品や学問

研究の成果を踏ࡲえ࡚考察࡛ࡁ

た。

12 第㸶章 幕藩体制の動揺 ࣭幕藩体制を動揺ࡽ ࣭幕府࣭諸藩の経済的窮乏࡞

崩壊へ導いた要因を 着目し࡚，享保の改革の諸政



第 考察ࡿࡍ。 策ࡘい࡚考察࡛ࡓࡁ。

・ኳ明ࡢ打ࡇࡕわࡢࡋ直 ・松ᖹ定信ࡼࡢ，ࡣう࡞課題

後，寛政ࡢ改革乗ࡾ を抱え࡚ࡼࡢ，ࡾ࠾う対応

㸰 出ࡓࡋ松ᖹ定信ࡢ諸政 ࡇࡿࡍ考察，ࡢࡓࡋうࡼࡋ

策ࡘい࡚考察ࡿࡍ。 。ࡓࡁ࡛ࡀ

・⏫人文化࡛あࡿ化政 ・洋学ࡢ発展を背景ࡓࡋ新ࡓ

学 文化ࡢ特色を理解ࡿࡍ。 出ࡿࢀࡉ象徴浮世絵，ࡁ動࡞

版文化ࡢ発㐩࡞着目࡚ࡋ，

文化࠾けࡿ近代化ࡢ芽生えを

期 考察࡛ࡓࡁ。

㸯 第９章 近代国家ࡢᡂ立 ・開国あࡢ࡚ࡗࡓ幕 ・日米和親条約・日米修好通商

府ࡢ対応を考察ࡿࡍ。 条約ࡢ締結至ࡿ経過や，そࡢ

・国際意識ࡢ希薄ࡀࡉ 影響ࡘい࡚考察࡛ࡓࡁ。

不ᖹ等条約を締結ࡉせ

。ࡿࡍを理解ࡇࡓࢀࡽ

・明治初期ࡢ外交政策 ・外交政策を多面的・多角的

対，対欧米外交，ࡽ 把握ࡋ，そࡢ影響ࡘい࡚考察

朝鮮・清外交ࡢ㐪い 。ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

。ࡿࡍい࡚考察ࡘ

㸰 第10章 二ࡢࡘ世界大戦 ・第一次世界大戦中ࡢ ・欧米ࡽアࢪア至ࡿま࡛広

第 アࢪア 日ᮏࡢ東アࢪア࠾け い範囲ࡢ国際環境ࡢ推移着目

ࡿࡍ対ࢀࡇ，ࡁ動ࡿ 第一次世界大戦を考，ࡽࡀ࡞ࡋ

各国ࡢ反応そࡢ後ࡢ 察࡛ࡓࡁ。

㸱 展開ࡘい࡚考察ࡿࡍ。

・経済的不況ࡽ国家 ・中国ࡢ動向࡞国際関係ࡢ変

主義ࡢ高揚，軍部ࡢ台 化，戦時ୗࡢ経済国民生活࡞

学 頭を理解ࡿࡍ。 ࡋ突入を踏まえ，世界大戦

・日中，ኴᖹ洋戦争へ ࡚いく経緯をࡉまࡊま࡞角度

国民過程ࡓࡋ突入 。ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ考察ࡽ

期 意識を考察ࡿࡍ。

㸱 第11章 現代ࡢ世界日ᮏ ・占領ୗࡢ諸改革を具 ・五大改革をࡿࡍࡵࡌࡣ㹅㹆

体的理解ࡿࡍ。 Ｑࡿࡼ諸政策ࡘい࡚考察࡛

制定ࡀ日ᮏ国憲法ࡓま。ࡓࡁ

意義を，国民生活経緯ࡓࢀࡉ

ࡓࡁ踏まえ࡚考察࡛ࡶ状況ࡢ

。

・戦後ࡢ日ᮏࡢ復興 ࣐ࡿࡼル危機や石油危機ࢻ・

現代へ࡚ࡋ発展そࡽ イࢫࢼᡂ長へࡢ日ᮏࡢ対応，ま

ࡁ࡚ࡋ推移うࡼࡢ ，ࡀ日ᮏࡓࡗ࡞経済大国，ࡓ

。を学ぶࡓ 貿易摩擦や高へ対応ࡀ࡞ࡋ

࡞ࡋ関係を調整ࡢ諸外国，ࡽ

ࡵ努地位向ୖ࡞国際的，ࡽࡀ

。ࡓࡁい࡚考察࡛ࡘ点ࡓ

５ 学習評価

(1) 評価ࡢ観点及びෆ容ࡘい࡚

以ୗ示ࡍ四ࡢࡘ観点基࡙ࡁ，学習ෆ容ࡢままࡈࡾ評価を行い，学ᖺᮎ５段

階ࡢ評定総括ࡋまࡍ。

評価࡞具体的ࡓ結び付い観点ࡢࡘ四ࡣࠖࢺイン࣏ࡢ評価ࠕࡓࢀࡉ示⏬学習計，࠾࡞

規準考えまࡍ。

評 価 ࡢ 観 点 及 び ෆ 容

原始・古代ࡽ現代至ࡿま࡛ࡢᡃࡀ国ࡢ歴史ࡢ変遷を学習ࡍ

く，文࡞け࡛ࡔ発展過程を学ぶࡢや経済ࢀ流ࡢ政治際ࡢそ。ࡿ

㸯 関心・意欲・態度 化ࡢ特徴や歴史ୖࡢ人物ࡘい࡚ࡶ学習ࡿࡍ。近現代ࡢ歴史࡛ࡣ，

世界史的視野立࡚ࡗ各国ࡢ関連ࡶ考えࡉせࡿ授業を展開ࡋ,近

現代史を中心ࡿࡍ自国ࡢ歴史対ࡿࡍ関心課題意識を高ࡵ，

意欲的追究ࡶࡿࡍ，国際社会生ࡿࡁ国家・社会ࡢ一員

。ࡿࡍそうࡓ責任を果ࡢ࡚ࡋ



自国ࡢ歴史ࡽ課題を見いࡔし，世界史的視㔝立࡚ࡗ各国

㸰 思考࣭判断 国際社，もࡿ考察す関連も考えさせ，多面的࣭多角的ࡢ

会ࡢ変化を踏ࡲえ公正判断すࡿ。

㸱 資料活用ࡢ技能࣭ 自国ࡢ歴史ࡘい࡚ࡢ諸資料を収集し，有用࡞情報を選択し࡚

表現 活用すࡿこを通し࡚歴史的事象を追究すࡿ方法を身付けࡿ

。ࡿ表現す過程や結果を適切ࡓ追究し考察し，も

㸲 知識࣭理解 自国を中心すࡿ世界ࡢ歴史ࡘい࡚ࡢ基ᮏ的࡞事柄を世界史

的視㔝立࡚ࡗ各国ࡢ関連も考えࡽࡀ࡞理解し，そࡢ知識を身

。ࡿ付け࡚い

(「) い࡚ࡘ評価方法ࡢ観点ࠖࡢ評価ࠕ

評価方法/観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備 考

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ○ 自己評価ࡢ実施。

単元確認テスト ○ ○ ◎ ◎ 単元終了後実施。

課題追究レポ࣮ト ○ ◎ ○ ○ 学年ᮎ提出。

提出物 ◎ ○ ○ ○ 学習ࡢ取ࡾ組ࡳ状況ࡢ確認。

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ 定期考査年㸳回実施。

㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特㔜視すࡿいう意味࡛す。㸧



ᖹ成㸰８ᖺ度 数学Ⅱࡢシラࣂス 
 
㸯 科目名㸪単位数㸪履修学ᖺ㸪履修区ศ㸪使用すࡿ教科書 
科目名 数学Ⅱ 単位数 㸲 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸱学ᖺ 
使用すࡿ教科書 東京書籍 新 数学Ⅱ  
教材等 東京書籍 ニュ࣮ファ࣮スト 新 数学Ⅱ 

 
㸰 学習目標 
 1章࡛ࡣ方程式式ࡢ証明ࡘい࡚㸪2章࡛ࡣ図形を方程式࡛表し࡚図形を調ࡿ方法㸪3章࡛ࡣ指
数0ࡀや負ࡢ整数㸪ศ数࡞ࡢࡶࡿ࡞を学習します。新しく学習すࡿ内容興味を持ࡕ㸪数学的࡞
考え方ࡼࡿࡁ࡛ࡀうࡼࡿ࡞い思います。 

 
㸱 学習方法 
  大ษし࡚欲しいࡣࡢ授業࡛す。授業をしࡾࡗ聞い࡚ノ࣮トをࡾ㸪授業中ࡢ演習ࡢ中࡛理解
を深࡚ࡵ欲しい思います。まࡓ㸪問題集ࡢ࡛࡞復習を通し࡚㸪理解しࡓ内容を定着さࡏましࡻ

う。 
 。さいࡔく࡚ࡗを味わࡧ喜ࡢࡁࡓࡅ㸪苦労し࡚解ࡦࡐ 

 
㸲 学習計画 
学期 学習内容㸦単元名㸧 学習項࣭学習活動 評価ࡢポイント 
 
 
第 

 
㸯 

 
学 

 
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1章 方程式࣭式証明[28] 
 
1節 整式࣭ศ数式ࡢ計算ࠝ8ࠞ 
 
1 3次ࡢ乗法公式因数ศ解(2) 
 
 
 
2 項定理 (2) 
 
 
 
3 ศ数式ࡢࡑ計算 (3) 
 
復習問題 (1) 
 
2節 2次方程式 ࠝ8ࠞ 
 
1 複素数 (3) 
 
 
2 2次方程式 (2) 
 
 
3 解係数ࡢ関係 (2) 
 
 
復習問題 (1) 
 
3節 高次方程式 ࠝ7ࠞ 
1 整式ࡢ除法 (2) 
 
2 因数定理    (2) 
 
3 高次方程式 (2) 
 
復習問題 (1) 
 
4節 式証明 ࠝ5ࠞ 
 
1 等式ࡢ証明 (2) 
 
2 不等式ࡢ証明 (2) 
 
復習問題      (1) 
章ࡢまࡵ 
 

 
 
 
 
3次ࡢ乗法公式因数ศ解
ࡑい࡚理解し㸪ࡘ公式ࡢ

 。ࡿࡁ利用࡛ࡀ公式ࡢࡽࢀ
 
角形を考察し୕ࡢスカルࣃ

㸪項定理ࡀ利用しࡢࡑ応

用を通し࡚数学ࡢ良さ触

 。ࡿࢀ

 
整式ࡢ商あࡿࡓศ数式

通ศ㸪四則演算約ศࡢࡑ

 。ࡿい࡚理解すࡘ
 
 
虚数単位を理解すࡶࡿ

複素数ࡽ㸪数を実数

広ࡇࡿࡆ興味をࡕࡶ㸪

従来解2ࡓࡗ࡞ࡅ次方程
式ࡶ解ࡀあࡇࡿを理解

すࡿ。さࡽ㸪複素数ࡢ演

算や共役࡞複素数ࡘい࡚

理解すࡿ。 
 
 
 
複素数を導入し࡛ࡇࡓ㸪

す2ࡢ࡚次方程式を解く
いࡘ㸪ุู式ࡁ࡛ࡀࡇ

࡚理解し㸪ࡢࡑ有用性気

࡙く。 
 
 
2次方程式ࡢ解係数ࡢ間
い࡚興ࡘ関係ࡘ立ࡾ成

味を࡚ࡗࡶ調㸪2次方程
式ࡢ理解を深ࡿࡵ。 
 
簡単࡞整式ࡢ除法ࡘい࡚

理解すࡿ。 
高次方程式ࡢ定義ࡘい࡚

理解し㸪因数ศ解ࡿࡼ解

法㸪ࡧࡼ࠾因数定理を利用

しࡓ解法ࡘい࡚理解すࡿ 

 
 
 
 
 整式ࡢ除法をし㸪商余ࡾを
求ࡿࢀࡽࡵ。余ࡢ定理を理解

すࡿ㸪 
 
ࡕ関心を持角形୕ࡢスカルࣃ

㸪式ࡢ展開活用しࡼうし࡚

いࡿ。 
 
 
ศ数式ࡢ計算ࡿࡁ࡛ࡀ。 
 
 
 
 
 虚数単位iࡘい࡚理解すࡿ
。複素数ࡢ和㸪差㸪積㸪商を計

算し㸪a㸩biࡢ形࡛表ࡿࡏ。 
 
 複素数を解ࡶࡢࡶࡘࡶ含ࡵ
㸰次方。ࡿࡅ2次方程式を解ࡓ
程式ࡢ解をุู࡛ࡿࡁ。 
 
 解係数ࡢ関係を理解すࡿ。 
 
 
 因数定理を理解し㸪ࢀࡑを用
い࡚3次式以ୖࡢ因数ศ解㸪さ
 。ࡿࡅ解ࡀ高次方程式ࡽ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2章 図形方程式 
 1．直線ୖの点のᗙ標 
 
 
 
 
  2．平面ୖの点のᗙ標 
  
 
 
  
 
 3．直線の方程式 
 
 
 4．㸰直線の関係 
 
 
  

 

 5．の方程式 
 
 

・㸰点間の距離 
・中点 
・ෆ分点 
 
 
 
・㸰点間の距離 
・ෆ分点 
 
 
 
 
・㸯点傾࡛ࡁ決まࡿ直線 
・㸰点を通ࡿ直線 
 
・㸰直線の交点のᗙ標 
・平行࡞㸰直線 
・垂直࡞㸰直線 
・直線 
・ 
 

直線ୖ࠾い࡚，点のᗙ標ࡀ求

ࡵ2点間の距離を求。ࡿࢀࡽࡵ
2点を結ぶ線分ABをあ。ࡿࢀࡽ
ࡵ点のᗙ標を求ࡿෆ分す比ࡿ

 。ࡿࢀࡽ
 

平面ୖ࠾い࡚，点のᗙ標ࡀ求

ࡵ2点間の距離を求。ࡿࢀࡽࡵ
2点を結ぶ線分ABをあ。ࡿࢀࡽ
ࡵ点のᗙ標を求ࡿෆ分す比ࡿ

 。ࡿࢀࡽ
 
平面ୖの直線方程式の関係ࡀ

分ࡿ。 
 
 㸰直線の交点のᗙ標や関係ࡀ
分ࡿ。 
 
  
 
方程式の関係ࡀ分ࡿ。

ࡽࡵ求ࡀ直線の共有点のᗙ標

 。ࡿࢀ
軌跡つい࡚理解すࡿ。 
 

 
 
 
 第 
 
㸰 

 
学 

 
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3章 ୕角関数  
1節 ୕角関数 ࠝ13ࠞ 
 
1 一般角 (1) 
 
 
 
 
2 ୕角関数 (2) 
 
 
 
 
 
 
3 ୕角関数の性質(3) 
 
 
 
4 ୕角関数のグラフ(3) 
 
 
 
5 ୕角関数の応用 (3) 
 
問題  (1) 
 
 
 
2節 加法定理 ࠝ8ࠞ 
1 加法定理 (3) 
 
 
2 加法定理の応用 (2) 
 
 
 
 
3 ୕角関数の合成 (2) 
 
問題 (1) 
 
練習問題 (1) 

 
 
 
回転量し࡚の角ᗘの扱い

ち，360°以ୖࡶ興味を
つい࡚び負の角ᗘࡼ࠾，

理解すࡿ。  
 
180°以ୖ，ࡼ࠾び負の角
ᗘ対す୕ࡿ角比を求ࡿࡵ

こࡁ࡛ࡀ，そࡽࢀを関数

ࡁ࡛ࡀこࡿえࡽし࡚

 。ࡿ
 
 
任意の角ᗘ対し࡚ࡶ，相

互関係ࡀ成ࡾ立つこを理

解すࡿ。 
 
୕角関数のグラフの特徴を

理解し，そのグラフをく

こࡿࡁ࡛ࡀ。 
 
基本公式を定義ࡽ導くこ

そし࡚，サイ。ࡿࡁ࡛ࡀ

ン，コサイン，タンジェン

トの関係つい࡚の理解を

深ࡿࡵ。 
 
加法定理の意味その使い

方を理解し，加法定理の応

用の広さを認識すࡿ。 
 
加法定理の簡単࡞応用し

࡚2倍角の公式，加法定
理の逆し࡚୕角関数の合

成を理解すࡿ。 
 
弧ᗘ法の意味を理解し，扇

形の弧の長さや面積の表し

方࡞つい࡚理解すࡿ。 
 
 

 
 
 
୕角比ࡽの発展し࡚，周期

関数し࡚の୕角関数を理解し

࡚いࡿ。 
 
 
一般角࡛定義さࢀた୕角関数の

意味を理解し，୕角関数の相互

関係を積極的活用しࡼうし

࡚いࡿ。 
 
 
 
 
 
 
 
୕角関数のグラフをくこࡁ࡛ࡀ

 。ࡿ

 
 
୕角関数の相互関係を用い࡚，

1つの୕角関数ࡀ与えࢀࡽた
注意他の୕角関数を符号，ࡁ

し࡚，求ࡿࡵこࡿࡁ࡛ࡀ。 
 
 
加法定理の知識を活用し࡚，୕

角関数の値を求ࡿࡵこࡁ࡛ࡀ

 。ࡿを理解し࡚いこࡿ
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4章 指数関数・対数関数 [17] 
1節 指数関数 ࠝ7ࠞ 
 
1 指数法則 (1) 
 
 
 
 
2 累乗根 (1) 
 
 
 
 
3 指数ࡢ拡張 (1) 
 
 
 
 
4 指数関数そࡢグラフ (3) 
 
 
 
問題 (1) 
2節 対数関数 ࠝ9ࠞ 
1 対数そࡢ性質  (3) 
 
 
 
 
 
2 対数関数そࡢグラフ (3) 
 
 
 
 
3 常用対数 (2) 
 
問題  (1) 
練習問題 (1) 
5章 微分積分 [27] 
1節 微分係数ᑟ関数 ࠝ6ࠞ 
 
 
 
1 微分係数 (2) 
 
 
 
 
2 ᑟ関数 (3) 
 
問題 (1) 
 
 
2節 ᑟ関数ࡢ応用ࠝ10ࠞ 
 
1 接線 (2)  
 
 
 
 
2 関数ࡢ増減極大・極ᑠ(3) 
 
 
 
 

 
 
 
指数を整数拡張すࡿこ

ち，指数法則をࡶ興味を

用いた計算をすࡿこ࡛ࡀ

 。ࡿࡁ
 
分数を指数すࡿ計算࡛ࡀ

し࡚表すこ累乗根，ࡁ

 。ࡿを理解すこࡿࡁ࡛ࡀ
 
 
拡張さࢀた指数ࡢ意味を理

解し，指数計算࡛ࡢ指数法

則ࡢ活用ࡢ仕方を理解し࡚

いࡿ。 
 
指数関数ࡢ定義そࡢグラ

フࡢ性質を理解し，指数関

数ࡢグラフをくこ࡛ࡀ

 。ࡿࡁ
 
 
対数ࡢ意味を理解し，簡単

ࡀこࡿࡵ値を求ࡢ対数࡞

関連さ指数法則。ࡿࡁ࡛

せࡽࡀ࡞対数ࡢ性質を理解

すࡿ。 
 
対数関数ࡢ定義そࡢグラ

フࡢ性質を理解し，対数関

数ࡢグラフをくこ࡛ࡀ

 。ࡿࡁ
 
常用対数ࡢ意味常用対数

表ࡢ使い方を理解し，そࢀ

ࡿࡁ応用࡛を桁数計算ࡽ

。 
 
平均変化率を物理的࡞例

2点ࡢᑟ入し，グラフ上ࡽ
を通ࡿ直線ࡢ傾ࡁ対応し

࡚いࡿこ気࡙く。 
極限値ࡢ定義を知ࡾ，平均

変化率ࡢ極限を考えࡿこ

を通し࡚，微分係数ࡢ意味

を理解し，そࢀを求ࡿࡵこ

 。ࡿࡁ࡛ࡀ
任意ࡢ点ࡢ微分係数を与え

意ࡢᑟ関数ࡢし࡚関数ࡿ

味を理解し，簡単࡞ᑟ関数

 。ࡿࡁ࡛ࡀ計算ࡢ
 
グラフࡢ接線ࡢ傾ࡁ対比

し࡚，微分係数ࡢ具体的࡞

意味を理解すࡿ。さࡽ，

与えࢀࡽた曲線ࡢ方程式

こࡿࡵ方程式を求ࡢ接線ࡽ

 。ࡿࡁ࡛ࡀ
 
ᑟ関数ࡢ符号を利用し࡚，

関数ࡢ増減を理解すࡿ。 
増加・減少ࡢ境目し࡚ࡢ

関数ࡢ極大・極ᑠࡢ意味を

理解し，極大値・極ᑠ値を

求ࡵたࡾ，そࡢグラフを

いたࡾすࡿこࡿࡁ࡛ࡀ。 

 
 
 
指数0ࡀや負ࡢ数ࡢ場合࡛ࡶ，
指数法則ࡀ成ࡾ立ࡘこを理解

し࡚いࡿ。 
 
 
累乗根ࡣ指数を用い࡚表せࡿこ

場合ࡢ分数ࡀを理解し，指数

こࡿࡁ適用࡛ࡀ指数法則ࡶ࡛

を理解し࡚いࡿ。 
 
 
 
 
 
 
指数関数ࡢ定義ࡽ，そࡢグラ

フࡀ定点を通ࡿこや，yࡀ正
を理解し࡚いこࡿあ範囲ࡢ

 。ࡿ
 
 
対数ࡢ性質やグラフࡢ特徴を理

解し࡚いࡿ 
 
 
 
 
対数関数ࡢ定義ࡽ，そࡢグラ

フࡀ定点を通ࡿこや，xࡢ正
を理解し࡚いこࡿあ範囲ࡢ

 。ࡿ
 
 
 
 
 
 
ᑟ関数ࡢ計算ࡿࡁ࡛ࡀ。 
 
 
 
hࡀ限࡞ࡾく0近࡙くࡢࡁ極
限値を求ࡿࡵこࡿࡁ࡛ࡀ。 
 
 
 
ᑟ関数ࡢ公式を用い࡚，いࢁい

ᑟ関数や微分係数をࡢ関数࡞ࢁ

求ࡿࡵこࡿࡁ࡛ࡀ。 
 
 
微分係数を用い࡚，与えࢀࡽた

曲線ࡢあࡿ点࠾けࡿ接線ࡢ傾

こࡿࡵ方程式を求ࡢや接線ࡁ

 。ࡿࡁ࡛ࡀ
 
 
 
ᑟ関数を求࡚ࡵ増減表を作ࡿこ

ࡿ増減を調ࡢ関数，ࡾࡼ

こࡿࡁ࡛ࡀ。 
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3 関数ࡢ最大࣭最小(2) 
 
 
4 方程式࣭等式へࡢ応用(2) 
 
問題  (1) 
 
 
 
 
3節 積ศ ࠝ10ࠞ 
1 定積ศ (2) 
 
 
 
 
2 定積ศ (3) 
 
 
 
3 定積ศ面積 (4) 
 
 
問題 (1) 
練習問題 (1) 
 

 
えࢀࡽた条件ࡢ範ᅖ࡛関

数ࡢグࣛフを考察すࡇࡿ

問ࡢ最大࣭最小，࡚ࡗࡼ

題を簡単解くࡁ࡛ࡀࡇ

ࡶࡿを理解すࡇࡿ

，関数ࡢ最大࣭最小を考察

すࡢࡇࡿ有用性微ศࡢ

重要ࡉを納得すࡿ。 
 
 
微ศࡢ逆演算し࡚ࡢ定

積ศを理解し，公式をࡶ

ࡇࡿ計算をすࡢ定積ศ

 。ࡿࡁ࡛ࡀ
 
定積ศࡢ公式ࡘい࡚理解

し，簡単࡞定積ศࡢ計算を

すࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ。 
 
 
定積ศࡢ応用し࡚，面積

をࡇࡿࢀࡽࡵ求簡単ࡀ

理解し，面積計算を通し࡚

，積ศࡢ概念ࡢ有効性を認

識すࡿ。 
 

 
増減表を作ࡾ，関数ࡢグࣛフを

 。ࡿࡁ࡛ࡀࡇく
グࣛフを用い࡚，あࡿ定義域

最大値࣭最小値をࡢ関数ࡿけ࠾

求ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ。 
 

 

 

 

 

定積ศࡢ公式を用い࡚，定

積ศや原始関数F(x)を求ࡇࡿࡵ
 。ࡿࡁ࡛ࡀ
 
 
定積ศࡢ公式を用い࡚，定積ศ

を求ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ。 
 
 
 
定積ศを用い࡚，曲線直線࡛

ᅖまࢀた面積や，2曲線2直線
࡛ᅖまࢀた面積を求ࡀࡇࡿࡵ

 。ࡿࡁ࡛

 
 
㸳 学習評価 
(1) 評価ࡢ観点及び内容ࡘい࡚ 
 以下示す四ࡢࡘ観点基࡙ࡁ，学習内容ࡢままࡈࡾ評価を行い，学年ᮎ 㸳段階ࡢ評定
総括します。 
考えま評価基準࡞結び付いた具体的観点ࡢࡘ四ࡣポイントࠖࡢ評価ࠕたࢀࡉ示学習計画，࠾࡞ 
す。 
評  価  ࡢ  観  点  及  び  内  容 
㸯 関心࣭意欲࣭態度  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学 ，ちࡶ興味࣭関心を諸概念࡞数理的ࡿ関すࠖ

そࡽࢀを意欲的探究すࡶࡿ，数学を活用しࡼうすࡿ。 
㸰 数学的࡞見方や考え方  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学ࠖ࠾けࡿいࢁい࡞ࢁ事象ࡘい࡚，数学的

 。ࡿࡁ表現࡛，ࡾ考察したえ࡚論理的ࡽ
㸱 数学的࡞技能  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学ࠖࡘい࡚事象を数量やᅗ形を用い࡚適ษ処

理࡛ࡿࡁ。 
㸲 知識࣭理解  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学 ，概念や原理࣭法則を理解し࡞基ᮏ的ࡿ関すࠖ

知識を身付けࡿࢀࡽ。 

 い࡚ࡘ評価方法ࡢ観点ࠖࡢ評価ࠕ(2)

評価方法 観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ◎ ○ ○ 授業中ࡢ態度。 

提出物 ◎ ○ ◎ ◎ プࣜントや問題集。再提出あࡾ。 

ノ࣮ト ◎ ○ ○ ○ 再提出あࡾ。 

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ 年㸳回考査。 

㸦◎ࡣ観点ࡢ中࡛特重視すࡿいう意味࡛す。㸧 

 



ᖹ成㸰８ᖺᗘ 数学Ｂࡢシラバス 
 
㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用すࡿ教科書 
科目名 数学B 単位数 㸰 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸱学ᖺBコ࣮ス 

使用すࡿ教科書 東京書籍 新編 数学Ｂ 
副教材等 東京書籍 アシストセࣞクト 新編 数学B 

 
㸰 学習目標 
 第1章࡛ࡣ数列ࡘい࡚，第2章࡛ࡣベクトࣝࡘい࡚，第3章࡛ࡣ確率ศ布統計ࡘい࡚学習し
ます。数列࡛ࡣ，あࡿ規則従࡚ࡗ並࡛ࢇいࡿ数ࡢ規則ࡘい࡚考え，式࡛表しࡾࡓ，和ࢆ求ࡾࡓࡵ

すࡿこࢆ学ࡧます。ベクト࡛ࣝࡣ，大ࡁさ向ࡓࡗࡶࢆࡁベクトࣝいうࡘࡢࡶい࡚理解し，身

近࡞図形ࡢ中࡛࡞利用すࡿこࢆ学ࡧます。確率ศ布統計࡛ࡣ，象ࡢ確率全体ࡘい࡚考え，

 。ますࡧ学ࢆこࡿし࡚利用す統計ࢆࡽࢀࡑ
 
㸱 学習方法 
 大ษし࡚欲しいࡣࡢ授業࡛す。授業ࢆしࡾࡗ聞い࡚ノ࣮トࡾࢆ，授業中ࡢ演習ࡢ中࡛理解ࢆ
深࡚ࡵ欲しい思います。まࡓ，問題集ࡢ࡛࡞復習ࢆ通し࡚，理解しࡓ内容ࢆ定着さࡏましょう。 
 。さいࡔく࡚ࡗ味わࢆࡧ喜ࡢࡁࡓ苦労し࡚解け，ࡦࡐ 

 
㸲 学習計画 
学期 学習内容㸦単元名㸧 学習項࣭学習活動 評価ࡢポイント 

 
 
第 

 
㸯 

 
学 

 
期 

 
 
 

1章 数列 
 1節 数列 
  1 数列 
  2 等差数列 
  3 等差数列ࡢ和 
  4 等比数列 
  5 等比数列ࡢ和 
 2節 いࢁい࡞ࢁ数列 
  1 いࢁい࡞ࢁ数列ࡢ和 
 記号Σ   
  2 階差数列数列ࡢ和 
 3節 漸化式数学的帰納法 
  1 漸化式 
  2 数学的帰納法 

 
࣭数列 
࣭数列ࡢ一般項 
 
࣭等差数列 
࣭等差数列ࡢ和 
 
 
࣭等比数列 
࣭等比数列ࡢ和 
 
 

 
 数列ࡢ規則気࡙ࡁ，一般項ࢆ式
࡛表ࡿࡏ。 
 
 等差数列ࡢ性質ࢆ理解し，一般項
ࡽ初項ࡢ等差数列。ࡿࢀࡽࡵ求ࡀ

第n項ま࡛ࡢ和ࡀ求ࡿࢀࡽࡵ。 
 
 等比数列ࡢ性質ࢆ理解し，一般項
ࡽ初項ࡢ等比数列。ࡿࢀࡽࡵ求ࡀ

第n項ま࡛ࡢ和ࡀ求ࡿࢀࡽࡵ。 
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2章 ベクトࣝ 
 1節 ᖹ面上ࡢベクトࣝ 
  1 有向線ศベクトࣝ 
  2 ベクトࣝࡢ加法࣭減 
   法࣭実数倍 
  3 ベクトࣝࡢ成ศ 
  4 ベクトࣝࡢ内積 
 2節 ベクトࣝࡢ応用 
  1 位置ベクトࣝ 
  2 ベクトࣝࡢ図形へࡢ 
   応用 
  3 ベクトࣝ方程式 
 3節 空間࠾けࡿベク  
   トࣝ 
  1 空間ᗙ標 
  2 空間ࡢベクトࣝ 
  3 ベクトࣝࡢ内積 
  4 位置ベクトࣝ空間 
 図形ࡢ   

࣭ベクトࣝ 
࣭ベクトࣝࡢ和 
࣭ベクトࣝࡢ差 
࣭ベクトࣝࡢ実数倍 
࣭ベクトࣝࡢ計算法則 
࣭ベクトࣝࡢᖹ行 
 
࣭ベクトࣝࡢ成ศ表示 
࣭和，差，実数倍ࡢ成ศ 
 
 
࣭ベクトࣝࡢ内積 
࣭内積成ศ 
࣭内積ࡢ計算法則 
 
࣭位置ベクトࣝ 
࣭内ศ点࣭外ศ点ࡢ位置ベクトࣝ 
 

 ベクトࣝࡢ定義ࡘい࡚理解すࡿ

。ᖹ面上表さࡓࢀベクトࣝࡢ和，

差，実数倍ࢆ表すベクトࣝࢆ図示࡛

理解すࢆ計算法則ࡢベクトࣝ。ࡿࡁ

 。ࡿࡏ式࡛表ࢆベクトࣝ࡞ᖹ行。ࡿ

 ᖹ面上表さࡓࢀベクトࣝࢆ成ศ

࡛表ࡿࡏ。成ศ表示しࡓベクトࣝࡢ

大ࡁさࢆ求ࡿࢀࡽࡵ。成ศ表示しࡓ

ベクトࣝࡢ和，差，実数倍ࢆ成ศ࡛

表ࡿࡏ。 

す࡞ࡢࡑベクトࣝࡢࡘい2࡞0࡛ 

角ࡀศ࡚ࡗいࡢࡑ，ࡁࡿ内積ࢆ

求ࡿࢀࡽࡵ。成ศ表示さࡓࢀベクト

計算ࡢ内積。ࡿࢀࡽࡵ求ࢆ内積ࡢࣝ

法則ࢆ理解すࡿ。 

 線ศABࢆあࡿ比内ศすࡿ点，外

ศすࡿ点ࡢ位置ベクトࣝࢆ，点A，B

 。ࡿࡏ位置ベクト࡛ࣝ表ࡢ
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3章 確率ศ布統計的࡞推測 
 1節 確率ศ布 
  1 確率変数確率ศ布 
  2 確率変数ࡢᖹ均ศ散 
  3 確率変数ࡢ和積 
  4 項ศ布 
 2節 正規ศ布 
  1 正規ศ布 
 3節 統計的࡞推測 
  1 母集団標本 
  2 標本ᖹ均ࡢศ布 
  3 母ᖹ均ࡢ推定 

 
࣭確率変数 
࣭確率変数 
࣭ᖹ均ศ散，和積 
࣭項ศ布 
࣭正規ศ布 
࣭母集団標本ᖹ均ࡢศ布 

 
 確率変数,確率ศ布ࡢ意味ࢆ理解
すࡿ。まࡓ,確率 ศ布ࢆ求ࡿࡵこ
 。ࡿࡁ࡛ࡀ
 確率変数ࡢ和ࡢᖹ均,独立࡞確率
変数ࡢ積ࡢᖹ均や 和ࡢศ散ࢆ求ࡵ
 。ࡿࡁ࡛ࡀこࡿ
 項ศ布ࡢ意味ࢆ理解すࡿ。 
 標本調査ࡢ意義ࢆ認識し,標本ࡢ
抽出法や用語ࢆ理 解すࡿ。まࡓ,
母集団ࡢᖹ均,ศ散,標準偏差ࡀ計 
算࡛ࡿࡁ。 

 



㸳 学習評価 
(1) 評価ࡢ観点及び内容ࡘい࡚ 
 以下示す四ࡢࡘ観点基࡙き，学習内容ࡢままࡈࡾ評価を行い，学年ᮎ 㸳段階ࡢ評定
総括します。 
考え評価基準࡞結び付いた具体的観点ࡢࡘ四ࡣポイントࠖࡢ評価ࠕたࢀࡉ示お，学習計画࡞ 
ます。 
評  価  ࡢ  観  点  及  び  内  容 
㸯 関心࣭意欲࣭態度  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学 ，興味࣭関心をもち諸概念࡞数理的ࡿ関すࠖ

そࡽࢀを意欲的探究すࡿも，数学を活用しࡼうすࡿ。 
㸰 数学的࡞見方や考え方  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学ࠖおけࡿいࢁい࡞ࢁ事象ࡘい࡚，数学的

 。ࡿ表現࡛き，ࡾ考察したえ࡚論理的ࡽ
㸱 数学的࡞技能  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学ࠖࡘい࡚事象を数量や図形を用い࡚適切処

理࡛きࡿ。 
㸲 知識࣭理解  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学 ，概念や原理࣭法則を理解し࡞基ᮏ的ࡿ関すࠖ

知識を身付けࡿࢀࡽ。 

 い࡚ࡘ評価方法ࡢ観点ࠖࡢ評価ࠕ(2)

評価方法 観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ◎ ○ ○ 授業中ࡢ態度。 

提出物 ◎ ○ ◎ ◎ プリントや問題集。再提出あࡾ。 

ノ࣮ト ◎ ○ ○ ○ 再提出あࡾ。 

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ 年㸳回考査。 

㸦◎ࡣ観点ࡢ中࡛特重視すࡿいう意味࡛す。㸧 

 



ᖹ成 28ᖺ度 生物ࡢ学習㸦シラバス㸧 

 

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区分，使用ࡿࡍ教科書 

科目名 生物 単位数 㸲 履修学ᖺ࣭区分 第㸱学ᖺ 

使用ࡿࡍ教科書 生物㸦東京書籍㸧 

副教材等  

 

㸰 学習目標 

姿形や生活環境等。ࡍ生物࡛ࡶトࣄࢀわࢀわࢇࢁࡕࡶ。ࡍࡲ生活し࡚いࡀ生物ࡢ多くࡣ地球上ࡢࡇ

。ࡍ࡛ࡇいうࡿい࡚ࢀࡽ作ࡽ細胞ࡣ生物。ࡍࡲࡾあࡀࡇࡿ共通し࡚い生物ࡢべ࡚ࡍࡶ࡚ࡗ㐪ࡀ

細胞ࡀ集ࡾࡲ組織࣭器官ࢆ形成し，さࡽそࡀࡽࢀ集࡚ࡗࡲ一ࡢࡘ個体ࢆ作ࡾ上࡚ࡆいࡍ࡛ࡢࡿ。 生物

探生物学的，ࡵ深ࢆ関心や探究心ࡿࡍ対行い，自然ࢆ観察，実験ࡢい࡚ࡘ生物や生物現象，ࡣ࡛

究ࡿࡍ能力態度ࢆ身付ࡶࡿࡅ，科学的࡞自然観ࢆ身付ࢆࡇࡿࡅࡅ目標しࡍࡲ。 

 

㸱 学習方法 

ձ  生物関ࡿࡍ内容ࢆ扱ࡓࡗテレࣅ番組や新聞記事積極的触ࡲࡳ࡚ࢀしょう。 

ղ ノ࣮トࡣ，板書ࢆ写࡞࡛ࡅࡔࡍく，口頭࡛ࡢ説明ࢇࡕࡁࡶ記入しࡲしょう。復習時ࡤࢀࡵࡲ，

あࡢࡅࡔࡓ࡞参考書ࡍࡲࡾ࡞。 

ճ 授業ࢆ受࡚ࡅい࡚解࡞ࡽいࡀ࡞ࡇあࡓࡗ場合ࡣ，そࡎࡏࡲࡲࡢ遠慮࡞く質問しࡲしょう。 

մ 実験࣭観察ࡣ重要࡛ࡍ。目的や方法ࢇࡕࡁࢆ理解し，実験臨ࡲࡳしょう。ࡓࡲ，レポ࣮トࡣ

 。しょうࡲࡁ書ࡎ必ࢆ考察ࠖࠕ他ࡢ結果ࠖࠕ

 

㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポイント 

第 

㸯 

学 

期 

第㸯編 生命現象

 物質

㸯章 生体物質

細胞 

 

 

㸰章 生命現象ࢆ

支えࡿﾀﾝﾊﾟｸ質 

 

 

 

 

 

 

㸯 生物ࡢ体ࡘࢆくࡿ細胞 

㸰 細胞小器官うしࡢわࡾ 

㸱 生体膜ࡁࡽࡓࡣࡢ構造 

㸲 細胞骨格ࡁࡽࡓࡣࡢ 

 

 

㸯 生命現象ﾀﾝﾊﾟｸ質 

㸰 ﾀﾝﾊﾟｸ質ࡢ構造 

㸱 ﾀﾝﾊﾟｸ質ࡢ立体構造ࡁࡽࡓࡣ 

㸲 物質ࡢ輸送わࡿﾀﾝﾊﾟｸ質 

㸳 細胞間ࡢ情報伝㐩わࡿﾀﾝﾊﾟｸ質 

㸴 細胞ࡢ運動わࡿﾀﾝﾊﾟｸ質 

㸵 免疫わࡿﾀﾝﾊﾟｸ質 

㸶 酵素し࡚ࡽࡓࡣくﾀﾝﾊﾟｸ質 

࣭細胞ࡢ成分及び細胞小器官ࡢ

構造働ࢆࡁ理解し࡚いࡿ。 

生࣭体膜ࡢ構造性質ࢆ理解し，

植物細胞動物細胞ࡿࡅ࠾浸

透ࡢ㐪いࢆ探究し࡚いࡿ。 

 

࣭アミノ酸ࡶ含࡚ࡵ一次ࡽ四

次ࡢ࡛ࡲﾀﾝﾊﾟｸ質ࡢ構造成ࡾ

立ࢆࡕ理解し࡚いࡿ。 

ﾀ࣭ﾝﾊﾟｸ質ࡢ種類働ࡢࡁ㐪い

 。ࡿい࡚ࡅࡘ身ࢆい࡚知識ࡘ

 

 

 



㸱章 代謝エࢿ

ル࣮ࢠ 

 

 

 

 

 

 

第㸰編 遺伝子ࡢ

 ࡁࡽたࡣ

㸯章 遺伝情報ࡢ

発現 

 

 

㸰章 遺伝子ࡢ発

現調節 

 

㸱章 バイ࢜テࢡ

 ࣮ࢪロࣀ

 

 

第㸱編 生殖発

生 

㸯章 生物ࡢ生殖

 形成ࡢ配偶子

 

㸰章 動物ࡢ発生 

 

 

 

 

㸯 エࢿル࣮ࢠ変化化学反応 

㸰 呼吸 

㸱 光合成 

㸲 化学合成 

㸳 呼吸，光合成，化学合成ࡢ共通点相

違点 

㸴 窒素同化 

 

㸯 遺伝情報ࡢ流ࢀ 

㸰 ＤＮＡࡢ複製 

㸱 遺伝情報ࡢ転写 

㸲 遺伝情報ࡢ翻訳 

㸳 遺伝情報ࡢ変化 

 

㸯 転写開始ࡢ調節 

 

 

㸯 目的ࡢ遺伝子を増やࡍ 

㸰 遺伝子ࡢ情報を読ࡴ 

㸱 遺伝子を細胞導入ࡿࡍ 

 

㸯 有性生殖 

㸰 全数分裂࡚ࡗࡼもたࡽさࡿࢀ遺伝

的多様性 

㸱 遺伝子ࡢ連鎖組換え 

 

㸯 動物ࡢ配偶子形成 

㸰 受精 

㸱 動物ࡢ初期発生ࡢ概略 

㸲 ࢝エルࡢ発生 

㸳 ウニࡢ発生 

࣭代謝ࡣ同化異化ࡀあࡿこ

を理解࡚ࡋいࡿ。 

࣭呼吸や発酵࣭解糖，光合成や

化学合成ࡘい࡚そࡋࡢくࡳを

理解࡚ࡋいࡿ。 

࣭窒素同化ࡘい࡚そࡢ意義

 。ࡿい࡚ࡋを理解ࡳくࡋ

 

࣭ＤＮＡࡢ半保存的複製ࡘい

࡚理解࡚ࡋいࡿ。 

ﾀ࣭ﾝﾊﾟｸ質ࡢ合成過程を一連ࡢ流

 。ࡿい࡚ࡋ理解࡚ࡋࢀ

࣭突然変異を理解࡚ࡋいࡿ。 

 

転࣭写開始ࡢ調節ﾀﾝﾊﾟｸ質ࡀ関

わࡿこを理解࡚ࡋいࡿ。 

 

࣭バイ࢜テࣀࢡロࡢ࣮ࢪ様々࡞

手法を認識࡚ࡋいࡿ。 

 

 

࣭遺伝子ࡢ連鎖ࡢ有無࡛違いࡀ

生ࡿࡌこを理解ࡋ，知識ࡀ身

 。ࡿい࡚いࡘ

 

 

࣭動物ࡢ配偶子ࡢ形成過程ࡘ

い࡚知識ࡀ身ࡘい࡚いࡿ。 

࣭卵割ࡢ過程ࡀ，動物࡚ࡗࡼ

異ࡿ࡞こを理解࡚ࡋいࡿ。 

第 

㸰 

学 

期 

㸱章 動物ࡢ発生

 ࡳくࡋࡢ

 

 

 

㸲章 発生をࡘ

さࡿ遺伝子 

㸯 背側ࡢ決定 

㸰 中胚葉誘導 

㸱 形成体誘導 

㸲 誘導ࡢ連鎖 

 

㸯 ࢩョウࢪョウバエࡢ発生 

㸰 前後軸沿ࡗた形࡙くࡋࡢࡾくࡳ 

࣭原口背唇部呼ࡿࢀࡤ部分

関心を持ち，そࡢ働ࡁを探究ࡋ

࡚いࡿ。 

 

 

発，ョウバエを例ࢪョウࢩ࣭

生遺伝子ࡢ関連を理解࡚ࡋい



 

 

㸳章 植物ࡢ発生 

 

 

第㸲編 生物ࡢ環

境応答 

㸯章 動物ࡢ刺激

 反応受容ࡢ

 

 

㸰章 動物ࡢ行動 

 

 

㸱章 植物ࡢ環境

応答 

 

 

 

 

 

 

第㸳編 生態環

境 

㸯章 個体群生

物群集 

 

 

㸰章 生態系ࡢ物

質生産エネࣝࢠ

 ࢀ流ࡢ࣮

 

㸱章 生態系生

物多様性 

㸱 動物ࡢ発生ホッࢡス遺伝子 

 

㸯 被子植物ࡢ生殖 

㸰 被子植物ࡢ器官分化 

 

㸯 刺激ࡢ受容ࡽ反応へࡢ情報ࡢ流ࢀ 

㸰 ニュ࣮ࣟンࡢ性質興奮ࡃࡋࡢみ 

㸱 刺激ࡢ受容ࡃࡋࡢみ 

㸲 中枢神経࡛ࡢ情報処理 

㸳 効果器ࡢ࡚ࡋ骨格筋ࡣࡢたࡁࡽ 

 

㸯 動物ࡢ行動をめࡿࡄ㸲つࠖࡐ࡞ࠕࡢ 

㸰 動物ࡢ行動ࡢ例 

 

㸯 環境応ࡌた植物ࡢ一生植物ﾎﾙﾓﾝ

㸰 環境要因ࡿࡼ発芽ࡢ調節 

㸱 環境要因ࡿࡼ栄養成長ࡢ調節 

㸲 環境要因ࡿࡼ気孔ࡢ開閉ࡢ調節 

㸳 環境要因ࡿࡼ花芽形成ࡢ調節 

㸴 老化落葉 

㸵 ストࣞス対ࡿࡍ応答 

 

㸯 個体群環境 

㸰 個体群ࡢ構造成長 

㸱 個体群ࡢ相互作用 

㸲 種間ࡢ相互作用 

㸳 生物群集ࡢ成ࡾ立ち多種ࡢ共存 

 

㸯 食物網物質生産 

㸰 生態系ࡢ構造エネࣝࡢ࣮ࢠ流ࢀ 

 

 

㸯 生物多様性ࡢࡑ意味 

㸰 生物多様性を減少ࡿࡏࡉ要因 

 。ࡿ

 

࣭被子植物ࡢ重複受精器官分

化つい࡚理解࡚ࡋいࡿ。 

 

࣭感覚器官ࡼ࠾び効果器ࡢ構造

やࡣたࡁࡽを理解࡚ࡋいࡿ。 

࣭ニュ࣮ࣟンࡢ構造や性質，脳

役割を認識ࡢࡈ構造や部分ࡢ

 。ࡿい࡚ࡋ

 

࣭動物ࡢ特徴的࡞行動つい࡚

理解࡚ࡋいࡿ。 

 

࣭植物ࡣ周囲ࡢ環境応࡚ࡌ植

物ホࣝモンࡢ分泌量ࡀ変化ࡋ，

成長ࡀ調節࡚ࢀࡉいࡇࡿを理

解࡚ࡋいࡿ。 

 

 

 

 

࣭個体群ࡢ変化や多種間ࡢ共存

 。ࡿい࡚ࡋ方を理解ࡾ在ࡢ

࣭個体群や種間࡛ࡣ様々࡞作用

 。ࡿい࡚ࡋを認識ࡇࡃ働ࡀ

 

 

࣭物質循環やエネࣝࡢ࣮ࢠ流ࢀ

い࡚ࡋ構造を理解ࡢ生態系࡞

 。ࡿ

 

࣭種や遺伝子，生態系࡞各段

階࡛ࡢ多様性を理解࡚ࡋいࡿ。 

࣭多様性を減少ࡿࡏࡉ種々ࡢ要

因つい࡚探究࡚ࡋいࡿ。 

 

 

第㸴編 生物ࡢ進

化系統 

㸯 生命ࡢ起源 

㸰 生物ࡢ変遷 

࣭生命ࡢ起源ࡼ࠾び生物ࡢ変遷

関連変化ࡢつい࡚地球環境



 

第 

㸱 

学 

期 

㸯章 生命ࡢ起源

 変遷ࡢ生物

 

 

㸰章 進化ࡢしく

 ࡳ

 

 

 

 

㸱章 生物ࡢ系統 

㸱 人類ࡢ変遷 

 

 

 

㸯 進化ࡣ 

㸰 生物ࡢ個体間ࡢ変異そࡢ起源 

㸱 遺伝子頻度そࡢ変化ࡢしくࡳ 

㸲 種分化 

㸳 共進化 

 

㸯 生物ࡢ系統 

㸰 生物ࡢ世界ࡢ㸱ࢻメイン 

㸱 生物ࡢ系統ࡵࡲࡢ 

࡙けࡓ理解࡚ࡁ࡛ࡀいࡿ。 

࣭人類ࡢ変遷ࡼ࠾び分布拡大経

路ࡢ知識を身ࡘけ࡚いࡿ。 

 

࣭進化ࡢ定義を理解し࡚いࡿ。 

࣭変異や進化ࡢ遺伝子ࣞベ࡛ࣝ

 。ࡿけ࡚いࡘ考え方を身ࡢ

࣭種分化や共進化ࡘい࡚理解

し࡚いࡿ。 

 

࣭生物ࡢ系統ࡢ探究方法を理解

し，生物ࡢ系統ࡽ進化ࡢ道筋

を探究し࡚いࡿ。 

 

㸳 学習評価 

 (1) 評価ࡢ観点及び内容ࡘい࡚ 

 以下示す四ࡢࡘ観点基࡙ࡁ，学習内容ࡈࡾࡲࡲࡢ評価を行い，学年ᮎ 㸳段階ࡢ評定総

括しࡲす。࠾࡞，学習計画示ࠕࡓࢀࡉ評価ࡢポインࡣࠖࢺ四ࡢࡘ観点結び付いࡓ具体的࡞評価基準

 。すࡲ考え

評  価  ࡢ  観  点  及  び  内  容 

観点㸯 ࠕ関心࣭意欲࣭態度ࠖ 日常生活や社会ࡢ関連を図ࡽࡀ࡞ࡾ生物や生物現象関心をࡶ

多様性を共通性ࡢ生物，ࡶࡿすうࡼ探究し意欲的，ࡕ

意識す࡞ࡿ，科学的࡞見方や考え方を身付け࡚いࡿ。 

観点㸰 ࠕ思考࣭判断࣭表現ࠖ 生物や生物現象ࡢ中問題を見いࡔし，探究すࡿ過程を通し࡚，事

象を科学的考察し，導ࡁ出ࡓࢀࡉ考えを的確表現し࡚いࡿ。 

観点㸱 ࠕ観察࣭実験ࡢ技能ࠖ 生物や生物現象関すࡿ観察࣭実験࡞を行い，基ᮏ操作を習得す

事ࡢ記録࣭整理し，自然過程や結果を的確ࡢࡽࢀそ，ࡶࡿ

物࣭現象を科学的探究すࡿ技能を身付け࡚いࡿ。 

観点㸲 ࠕ知識࣭理解ࠖ 生物や生物現象ࡘい࡚，基ᮏ的࡞概念や原理࣭法則を理解し，知

識を身付け࡚いࡿ。 

 

㸦㸰㸧ࠕ評価ࡢ観点ࠖࡢ評価方法ࡘい࡚ 

評価方法 観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ◎ ◎ ○ 授業中ࡢ態度。 

提出物 ○ ○ ◎ ◎ 実験ࣞポ࣮ࢺや問題集。 

ノ࣮ࢺ ◎ ○ ○ ○ 年㸳回提出。再提出あࡾ。 

定期考査 ○ ◎ ○ ◎ 年㸳回考査。 

㸦◎ࡣ観点ࡢ中࡛特重視すࡿいう意味࡛す。㸧 



ᖹ成㸰８ᖺ度 体育ࡢ学習ࡢシラバス 

 

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区分，使用ࡿࡍ教科書 

科目名 体 育 単位数 㸱 履修学ᖺ࣭区分 第㸱学ᖺ 

使用ࡿࡍ教科書  ࡋ࡞ 

副教材等  ࡋ࡞ 

 

㸰 学習目標 

現代社会ࡿࡅ࠾スポ࣮ツࡢ意義や必要性ࢆ理解ࡋ，生涯わࡾࡓ自ࡀࡽ運動ࢆ実践࡛ࡿࡁ能力ࢆ身付ࡿࡅ。ま

学び，༠力࣭責ࢆ特性ࡢや各領域࣭各種目ࡇࡴ組ࡾ取授業ࡾᏲࢆ時間࣭࣮ࣝࣝ，ࡋ配慮い服装࡛Ᏻ全ࡋ正，ࡓ

任ࢆ果ࡋࡓ，運動ࢆ楽ࢆࡇࡿࡁ࡛ࡀࡇࡴࡋ目標ࡿࡍ。 

 

㸱 学習方法 

様々࡞運動ࢆ通࡚ࡋ，体ࢆ動ࡢࡇࡍ楽ࡋさࢆ味わうࡶ，周囲༠力ࡽࡀ࡞ࡋ技能࣭体力ࢆ向上さࡿࡏ。

まࡓ，自分ࡢ体ࡢ特徴ࢆ知ࡀࡇ，ࡾ強いࡀࡇ，ࡢ弱いࡢまࡎ把握ࡋ，自分合࣮ࣞࢺࡓࡗニンࢆࢢ組࡛ࢇ実

践ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍうࡿࡍ。体育理論ࡽ科学的学び，体力向上や健康ࡘい࡚意識ࡋ，実践ࡿࡍ能力ࢆ養う。 

 

㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポインࢺ 

第 

㸯 

学 

期 

〇集団行動 

〇体力ࡾࡃࡘ運動 

〇体育理論 

〇選択ձ 

ｻ㺍ｶ㺎，ﾊ㺼ｽｹ㺍㺢ﾎ㺼㺎㺷,

༟球,ﾊ㺼㺢㺼ﾐ㺻㺢㺻 

〇水泳 

ձ姿勢ղ方向変換ճ集合，整ࢇ，番号，

解散մ列ࡢ増減յ開列ն行進շ礼 

࣭体ほࡢࡋࡄ運動，体力ࢆ高ࡿࡵ運動 

࣭体育理論 

࣭基本技術ࡢ習得 

࣭ゲ࣮ム 

ձ࣮ࣝࣟࢡղᖹ泳ࡂճ背泳ࡂմバタࣇラ

イյ横泳ࡂ 

࣭基本動作㸦姿勢࣭方向転換࣭集合࣭整頓  ࣭

 番号࣭列ࡢ増減㸧ࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭持久性，スࢻ࣮ࣆ，筋力ࡢ向上ࢆ目指ࡋ 

 取ࡾ組ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡴ。 

࣭自己ࡢ目標ࢆ設定ࡋ，目標取ࡾ組ࡔࢇ 

 。ࡓࡁ࡛ࡾࡓࡋチ࣮ム内࡛༠力，ࡾ 

 自分，うࡼࡿࡆ泳ࡃ速ࡾࡼ，ࡃ長ࡾࡼ࣭

 ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡴ組ࡾ取࡚ࡌ応能力ࡢ 

 。 

第 

㸰 

学 

期 

〇体力ࡾࡃࡘ運動 

〇体育理論 

〇選択ղ，ճ，մ 

ﾊ㺼㺸㺎ﾎ㺼㺎㺷,㺡ﾆｽ,༟球,

ﾊ㺼㺢㺼ﾐ㺻㺢㺻,ｿﾌ㺢ﾎ㺼㺎㺷,

ﾊ㺼ｽｹ㺍㺢ﾎ㺼㺎㺷,ｻ㺍ｶ㺎, 

持久走 

࣭体力ࢆ高ࡿࡵ運動 

࣭体育理論 

࣭基本技術ࡢ習得 

࣭種目毎練習計画ࢆ立࡚，༠力࡚ࡋ準 

 備やゲ࣮ムࢆ行う。 

࣭基本技術ࡣ習得࡛࡚ࡁいࡿ。 

࣭チ࣮ムや個人࡛作戦ࢆ立࡚，༠力࡚ࡋゲ 

 ࣮ム取ࡾ組ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡴ。 

 ，展開ࢆ自分達࡛ゲ࣮ム,ࡋ理解ࢆ࣮࣭ࣝࣝ

 運営࡛ࡓࡁ。 

࣭習得ࡓࡋ基本技術ࢆゲ࣮ム࡛活用࡛ࡁ  ࡚

 いࡿ。 

第 

㸱 

学 

期 

〇体育理論 

〇選択յ 

ﾊ㺼㺸㺎ﾎ㺼㺎㺷,㺡ﾆｽ,༟球,

ﾊ㺼㺢㺼ﾐ㺻㺢㺻,ｿﾌ㺢ﾎ㺼㺎㺷,

ﾊ㺼ｽｹ㺍㺢ﾎ㺼㺎㺷,ｻ㺍ｶ㺎, 

持久走 

࣭体育理論 

࣭基本技術ࡢ習得 

࣭種目毎練習計画ࢆ立࡚，༠力࡚ࡋ準 

 備やゲ࣮ムࢆ行う。 

࣭基本技術ࡢ習得ࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭チ࣮ムや個人࡛作戦ࢆ立࡚，༠力࡚ࡋゲ 

 ࣮ム取ࡾ組ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡴ。 

 ，展開ࢆ自分達࡛ゲ࣮ム,ࡋ理解ࢆ࣮࣭ࣝࣝ

 運営࡛ࡓࡁ。 

࣭習得ࡓࡋ基本技術ࢆゲ࣮ム࡛活用࡛ࡓࡁ

 。

 

㸳 学習評価 

評価ࡣ，観点㸯ࠕ関心࣭意欲࣭態度ࠖ，観点㸰ࠕ思考࣭判断ࠖ， 観点㸱ࠕ運動ࡢ技能ࠖ，観点㸲ࠕ知識࣭理解ࠖいう㸲

 。ࡍ࡛ࡾ࠾ࡢ次，ࡣ評価方法。ࡍ基࡙い࡚行いま観点ࡢࡘ

 

 

 

 

 

 



(1) 評価ࡢ観点及び内容ࡘい  ࡚

評  価  ࡢ  観  点  及  び  内  容 

㸯 関心࣭意欲࣭態度 
運動ࡢ楽ࡋさや喜びを深く味わうこࡿࡁ࡛ࡀよう，公正，協力，責任，

参画࡞対ࡿࡍ意欲を持ち，健康࣭安全を確保࡚ࡋ学習主体的取ࡾ組

 。ࡿい࡚ࡋうࡶ

㸰 思考࣭判断 

 生涯わたࡿ豊࡞スポ࣮ツライフࡢ実現を目指࡚ࡋ，自己や仲間ࡢ課題

た，自己や仲ࡲ。ࡿい࡚ࡋ方を工夫ࡳ組ࡾ取ࡢࡵたࡿࡍ⥆⥅た運動をࡌ応

間ࡢ状況応࡚ࡌ体力を高ࡿࡵたࡢࡵ運動を⥅⥆ࡿࡍたࡢࡵ計画を工夫ࡋ

࡚いࡿ。 

㸱 運動ࡢ技能 
 運動ࡢ合理的࡞実践を通࡚ࡋ，運動ࡢ特性応࡚ࡌ勝敗を競ࡗたࡾ，攻防

を展開ࡋたࡾ，表現ࡋたࡿࡍࡾたࡢࡵ各領域ࡢ運動ࡢ特性応ࡌた段階的࡞

技能を身付け࡚いࡿ。 

㸲 知識࣭理解 

 選択ࡋた運動ࡢ技術㸦技㸧ࡢ名称や行い方，体力ࡢ高ࡵ方，課題解決ࡢ方

法，練習や発表ࡢ仕方，スポ࣮ツを行う際ࡢ健康࣭安全ࡢ確保ࡢ仕方ࡘい

，特徴ࡢスポ࣮ツࡢ歴史，文化的特性や現代ࡢ方法，スポ࣮ツ࡞具体的ࡢ࡚

運動やスポ࣮ツࡢ効果的࡞学習ࡢ仕方及び豊࡞スポ࣮ツライフࡢ設計ࡢ

仕方を理解࡚ࡋいࡿ。 

 

いࡘ評価方法ࡢ観点ࠖࡢ評価ࠕ (2)   ࡚

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備  考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ◎ ○ ○ 授業中ࡢ態度，取ࡾ組ࡳ。準備࣭片付け，協力等。 

実技 ◎ ○ ◎ ◎ 練習やゲ࣮ム等。 

技能テスト ○ ◎ ◎ ◎ 種目や学期毎࡛実施。 

㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特重視ࡿࡍいう意味࡛ࡍ。㸧 
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ᖹ成「8ᖺ度 英語会話ࡢ学習㸦シࣛࣂス㸧

㸯 科目名㸪単位数㸪履修学ᖺ㸪履修区ศ㸪使用ࡿࡍ教科書

科目名 英語会話 単位数 㸱 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸱学ᖺ㸦全員㸧

使用ࡿࡍ教科書 Sailing English Concersation 㸦啓林館㸧

㸰 学習目標

ま࡛学習ࡓࡋ単語や文法ࡶࢆ㸪ࠕ話ࠖࡍ英語ࢆ学習ࡋまࡉ。ࡍまࡊま࡞場面࡛自ศࡢ意

思ࢆ英語࡛伝えࡿこࡼࡿࡁ࡛ࡀうࡿ࡞こࡀ目標࡛ࡍ。

㸱 学習方法

英語ࢆ話ࡼࡿࡏうࡣࡵࡓࡿ࡞㸪難ࡋい単語や文法ࡣ必要あࡾまࢇࡏ。そࡢ場面必要࡞単語

ࡋ返ࡾ繰ࡶ㸪何度ࢆ単語や表現ࡿ出࡚く㸪教科書ࡣࡵࡓࡢそ。ࡍ大ษ࡛ࡀこࡿ覚えࢆ表現

声出ࡾࡓࡋ書ࡁ取࡚ࡋࡾࡓࡋࢆࡾ㸪覚えࡿま࡛練習ࡋまࡍ。

㸲 学習計画

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポント

Waちm つた 1 ࣭自己紹ࡢ会話表現 ࣭自己紹ࡢ方法ࢆ学ぶこ࡛ࡀ

ࡓࡁ

第 Waちm つた 「 ࣭他者紹ࡢ会話表現 ࣭他者紹ࡢ方法ࢆ学ぶこ࡛ࡀ

。ࡓࡁ

㸯 １1 Wしa下 ）aと I上 ࣭予定ࢆ述ࡿ会話表現 ࣭自ศࡢ予定ࢆ話ࡾࡓࡋ㸪相手ࡢ

（onづenien下 さoち Yoつ? 予定ࢆ聞く方法ࢆ学ぶこࡁ࡛ࡀ

学 。ࡓ

１「 Hoて Wa上 １a上下 Sつndaと? ࣭週ᮎࡢ出来事ࡘい࡚述 ࣭過去ࡢ出来事ࡘい࡚㸪質問ࢆ

期 会話表現ࡿ ࡛ࡀ学ぶこࢆ方法ࡿ答えࡾࡓࡋ

。ࡓࡁ

１」 （oつせd I Haづe ࣭飛行機内࡛ࡢ会話表現 ࣭飛行機ࡢ中࡛自ศࡢ要求ࢆ依頼

an 分で下ちa Bせanずe下? 。ࡓࡁ࡛ࡀこࡿ覚えࢆ表現ࡿࡍ

１4 Wしo'上 （aせせinざ ５せea上e? ࣭電話࠾けࡿ会話表現 ࣭電話࡛ࡢ応答表現ࢆ学ぶこࡀ

第 。ࡓࡁ࡛

１5 Hoて （an I ，e下 Tしeちe? ࣭道案内࠾けࡿ会話表現 ࣭人道ࢆ聞く時㸪聞ࡓࢀ時ࡢ

㸰 答え方ࢆ学ぶこࡓࡁ࡛ࡀ。

１6 ２aと I Heせた とoつ? ࣭買い物࠾けࡿ会話表現 ࣭買い物ࡢࡵࡓࡿࡍࢆ表現ࢆ学ぶ

学 こࡓࡁ࡛ࡀ。

１7 Yoつ １ooず ３ice 会話表現ࡿけ࠾テ࣮ࣃ࣭ ࣭相手ࢆ褒ࡁࡿࡵ㸪褒ࡓࢀࡽࡵ

期 in Tしa下 ）ちe上上! ࡁ࡛ࡀ学ぶこࢆ表現方法ࡢࡁ

。ࡓ

１8 I'm ３o下 ＋eeせinざ Weせせ ࣭体調ࡘい࡚述ࡿ会話表 ࣭体ࡢ名称や症状ࡢ表現ࢆ使࡚ࡗ㸪

第 現 自ศࡢ体調ࢆ表現ࡿࡍ方法ࢆ学ぶ。

㸱 １9 I Wan下 下o Be a ࣭将来ࡘい࡚述ࡿ会話表 ࣭ᮍ来ࡘい࡚述ࡿ表現ࢆ学ぶ

学 ）iたせoma下 現 こࡓࡁ࡛ࡀ。

期

㸳 学習評価

評価ࡣ㸪観点㸯ࠕコミュニケ࣮ションࡢ関心࣭意欲࣭態度 㸪ࠖ観点㸰ࠕ外国語表現ࡢ能力 㸪ࠖ 観

点㸱ࠕ外国語理解ࡢ能力 㸪ࠖ観点㸲ࠕ言語や文化ࡘい࡚ࡢ知識࣭理解ࠖいう㸲ࡢࡘ観点基࡙い

࡚行いまࡍ。評価方法ࡣ㸪次ࡍ࡛ࡾ࠾ࡢ。

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備 考

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ○ 学習活動ࡢ参加ࡢ態度

小テスト ○ ◎ ◎ ◎ 単元確認㸪語彙㸪音読テスト等

提出物 ◎ ○ ○ ○ 課題ࣜࣉント㸪ノ࣮ト㸪ワ࣮クࣈック等

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ ᖺ間㸳回実施

㸦◎＝観点ࡢ中࡛特重視ࡢࡶࡿࡍ㸧

評価ࡿࡍࢆ際最ࡶ重視ࡣࡢࡿࢀࡉ定期考査ࡢ結果࡛ࡍ。ᖺ㸳回実施ࡿࢀࡉ定期考査࡛何点ࢆ

取ࡿこࡢࡓࡁ࡛ࡀ。まࡎ㸪そࡀࢀ大ษ࡛ࡋࡋ。ࡍ㸪テストࡢ点数ࡔけ࡛成績ࡀ決まࡿわけ࡛

ࡘ㸲ࡢ記ୖ࡚ࡋ総合点数ࡢ㸪考査ࡋ注目ࡶ学習態度ࡢ毎日ࡢࡕࡓ㸪君ࡣࡕࡓ私。ࢇࡏまࡾあࡣ

資࡞重要ࡢ成績評価ࡀ項目ࡢ以ୗ㸪具体的ࡣい࡚ࡘ学習態度。ࡍ行いまࢆ評価ࡁ基࡙観点ࡢ

料ࡾ࡞まࡍ。

★授業取ࡾ組ࡴ姿勢

取積極的ࡣ㸪活動ࡿい࡚ࡗ取ࡾࡗࡋࢆ㸪ノ࣮トࡿ聞い࡚いࢆ態度࡛話ࡓࡋࢇࡕࡁ

。࡞ࡿい࡛ࢇ組ࡾ

★小テスト

学習内容ࡢ確実࡞理解ࡶࡵࡓࡢ㸪毎回高得点ࢆ目指ࡋまࡻࡋう。

★提出物

宿題や課題着実取ࡾ組࡛ࢇ㸪ࢇࡕࡁ提出ࡋまࡻࡋう。

◎英語ࡢ授業ࡣいࡶ࡛ࡘ㸪ࠕテストࡢ得点㸩普段ࡢ努力ࠖࡀ大ษ࡛ࡍ。
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ᖹ成「8ᖺ度 英語表現Ⅰࡢ学習㸦シࣛバス㸧

㸯 科目名㸪単位数㸪履修学ᖺ㸪履修区ศ㸪使用ࡿࡍ教科書

科目名 英語表現Ⅰ 単位数 㸱 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸱学ᖺ㸦選択㸧

使用ࡿࡍ教科書 Vivid English Expression Ⅰ㸦第一学習社㸧

副教材等 Vivid English Expression ⅠWORKBOOK㸦第一学習社㸧

㸰 学習目標

◎ 学びࢆ単語や熟語㸪文法ࡢ㸪多く࡚ࡌ通ࢆ勉強ࡢ英語ࡢ㸳ᖺ間ࡓࡵ含ࢆ㸪中学時௦ࡣࢇさ࡞ࡳ

㸪場面やࢆいこࡓ伝えࡢ㸪自ศ࡚ࡋ活用ࢆ知識や技術ࡢࡽࢀࡑ㸪ࡣ英語表現Ⅰ࡛ࠖࠕ。ࡓࡋࡲ

目的応࡚ࡌ英語࡛書いࡾࡓ話ࡼࡿࡁ࡛ࡾࡓࡋう勉強ࡍࡲࡋ。い࡞ࢇࢁこࢆ積極的㸪英語

࡛表現ࡻࡋࡲࡋう！

㸱 学習方法

◎ 正確情報や考えࢆ伝えࡵࡓࡿ必要࡞こࡣ㸪ձ࣎キャࡀ࣮ࣜࣛࣈ豊࡞こ㸪ղ文法ࢆ正

用い࡚ࢆ㸪単語集ࡵࡓࡢࡑ。ࡍ࡛こࡿ覚えࢇくさࡓࢆい文章ࡼ㸪ճこࡿけ࡚いࡘく身ࡋ

多くࡢ単語ࢆ覚えࡾࡓ㸪文法ベ࣮ス࡛構成さ࡚ࢀいࡿ教科書ࡢ例文ࢆ何回ࡶ書い࡚練習ࡋࡾࡓࡋ

。ࡍ勉強࡛ࡢ英語表現Ⅰࠖࠕࡀࡢࡿ覚えࢆ表現ࡢࢇくさࡓ࡚ࡗ使ࢆ目࣭口࣭手。ࡍࡲ

㸲 学習計画

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価࣏ࡢイント

Lesson 㸯～㸳 ࣭肯定文㸪否定文㸪疑問文㸪 ࣭文ࡢ種類及び文型ࢆ㸪正ࡋく用

第 命௧文 い࡚表現ࡿࡍこࡓࡁ࡛ࡀ。

࣭文型㸦ＳＶ࣭ＳＶＣ࣭ＳＶ

㸯 Ｏ࣭ＳＶＯＯ࣭ＳＶＯＣ㸧

Lesson 㸴 ࣭進行形 ࣭現在進行形過去進行形ࢆ用い

学 ࡚表現ࡿࡍこࡓࡁ࡛ࡀ。

Lesson 㸵 ࣭未来ࢆ表ࡍ表現 ࣭未来ࢆ表ࡍ表現ࢆ正ࡋく使うこ

期 。ࡓࡁ࡛ࡀ

Lesson 㸶 ࣭完了形 ࣭完了形ࡢ考え方ࢆ理解ࡋ㸪ࢀࡑ

。ࡓࡁ࡛ࡀ書くこࢆ文࡚ࡗ使ࢆ

Lesson 㸷～ 10 ࣭ຓ動詞 ࣭ຓ動詞ࡢࢀࡒࢀࡑ違いࢆ知ࡾ㸪

使いศけࡽࡀ࡞表現ࡿࡍこ࡛ࡀ

第 。ࡓࡁ

Lesson 11～ 12 ࣭ཷ動態 ࣭ཷ動態ࢆ用い࡚表現ࡿࡍこࡀ

㸰 。ࡓࡁ࡛

Lesson 13～ 16 ࣭to 不定詞㸦名詞的用法࣭形 ࣭不定詞ࡢ用法ࢆ理解ࡋ㸪状況

学 容詞的用法࣭副詞的用法㸧 応࡚ࡌ表現ࡿࡍこࡓࡁ࡛ࡀ。

Lesson 17 ࣭動名詞 ࣭動名詞ࢆ用い࡚表現ࡿࡍこࡀ

期 。ࡓࡁ࡛

Lesson 18 ࣭ศ詞㸦現在ศ詞࣭過去ศ詞㸧 ࣭ศ詞ࡢ考え方ࢆ理解ࡋ㸪ࢆࢀࡑ

使࡚ࡗ表現ࡿࡍこࡓࡁ࡛ࡀ。

第 Lesson 19～ 20 ࣭比較 ࣭比較ࡢ用法ࢆ理解ࡋ㸪場面応

㸱 。ࡓࡁ࡛ࡀこࡿࡍ表現適ษࡌ

学 Lesson 21～ 22 ࣭関係௦名詞 ࣭関係௦名詞ࡢ考え方ࢆ理解ࡋ㸪

期 ࡁ࡛ࡀこࡿࡍ表現࡚ࡗ使ࢆࢀࡑ

。ࡓ

㸳 学習評価

評価ࡣ㸪観点㸯ࠕコミュニケ࣮ションへࡢ関心࣭意欲࣭態度 㸪ࠖ観点㸰ࠕ外国語表現ࡢ能力 㸪ࠖ 観

点㸱ࠕ外国語理解ࡢ能力 㸪ࠖ観点㸲ࠕ言語や文化ࡘい࡚ࡢ知識࣭理解ࠖいう㸲ࡢࡘ観点基࡙い

࡚行いࡍࡲ。評価方法ࡣ㸪次ࡍ࡛ࡾ࠾ࡢ。

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備 考

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ○ 学習活動へࡢ参加ࡢ態度

小テスト ○ ◎ ◎ ◎ 単元確認㸪語彙㸪音読テスト等

提出物 ◎ ○ ○ ○ 課題ࣜࣉント㸪ノ࣮ト㸪ワ࣮クࣈック等

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ ᖺ間㸳回実施

㸦◎＝観点ࡢ中࡛特重視ࡢࡶࡿࡍ㸧

評価ࡿࡍࢆ際最ࡶ重視さࡣࡢࡿࢀ定期考査ࡢ結果࡛ࡍ。ᖺ㸳回実施さࡿࢀ定期考査࡛何点ࢆ

わけ࡛ࡿࡲ決ࡀけ࡛成績ࡔ点数ࡢ㸪テストࡋࡋ。ࡍ大ษ࡛ࡀࢀࡑ㸪ࡎࡲ。ࡢࡓࡁ࡛ࡀこࡿྲྀ

ࡘ㸲ࡢ記ୖ࡚ࡋ総合点数ࡢ㸪考査ࡋ注目ࡶ学習態度ࡢ毎日ࡢࡕࡓ㸪君ࡣࡕࡓ私。ࢇࡏࡲࡾあࡣ

資࡞重要ࡢ成績評価ࡀ項目ࡢ௨ୗ㸪具体的ࡣい࡚ࡘ学習態度。ࡍࡲ行いࢆ評価ࡁ基࡙観点ࡢ

料ࡍࡲࡾ࡞。

★授業ࡾྲྀ組ࡴ姿勢

ྲྀ積極的ࡣ㸪活動ࡿい࡚ࡗྲྀࡾࡗࡋࢆ㸪ノ࣮トࡿ聞い࡚いࢆ態度࡛話ࡓࡋࢇࡕࡁ

。࡞ࡿい࡛ࢇ組ࡾ

★小テスト

学習内容ࡢ確実࡞理解ࡶࡵࡓࡢ㸪毎回高得点ࢆ目指ࡻࡋࡲࡋう。

★提出物

宿題や課題着実ࡾྲྀ組࡛ࢇ㸪ࢇࡕࡁ提出ࡻࡋࡲࡋう。

◎英語ࡢ授業ࡣいࡶ࡛ࡘ㸪ࠕテストࡢ得点㸩普段ࡢດ力ࠖࡀ大ษ࡛ࡍ。



ᖹ成 28ᖺ度 ファࢩࢵョン造形基礎のࢩラࣂス 

 

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用ࡿࡍ教科書 

科目名 

 

ファࢩࢵョ

ン造形基礎 

単位数 

 

㸰 

 

履修学ᖺ࣭区ศ 

 

第㸱学ᖺＡコ࣮ス㸦選択㸧 

 

使用ࡿࡍ教科書 ファࢩࢵョン造形基礎㸦実教出版㸧 

副教材等   

 

㸰 学習目標 

被服の構成，被服材料の種類や特徴࡞被服製作関ࡿࡍ知識技術ࢆ習得ࡋ，ファࢩࢵョン造形の

基礎的࡞能力態度ࢆ身付けࡍࡲ。 

 

 

 

㸱 学習方法 

ձ人体被服のわࡾや動作適応ࡋた被服のゆࡳࡿ，立体構成ᖹ面構成の違いࢆ学びࡍࡲ。 

ղ被服材料の特徴性能，用途応ࡌた被服材料の選択ࡘい࡚学びࡍࡲ。 

ճ洋服製作の基礎ࢆ学び，製作必要࡞技術ࢆ身付けࡍࡲ。 

մ和服製作の基礎ࢆ学び，製作必要࡞技術ࢆ身付けࡍࡲ。 

 

㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価のポインࢺ 

 

 

第 

 

㸯 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

Ϩ．衣服の構成 

 ձ人体衣服 

 ղ立体構成ᖹ面構成 

 

ϩ．衣服の材料 

 ձ衣服素材の種類 

 ղ衣服素材の性能選択 

 

Ϫ．洋服の製作 

 ձ製作の基礎 

 ղ࠙製作ࠚ 

 ࢶンࣃフ࣮ࣁ࣭  

࠙講義ࠚ 

 ձ被服の基ᮏ的知識ࢆ学習ࡿࡍ

。 

 ※ワ࣮クࢺ࣮ࢩ，VTR視聴 

 

 

 

 

 

࠙実技࣭製作ࠚ 

 ձ採寸の方法ࢆ学習ࡿࡍ。 

 ղ基礎的࣭基ᮏ的縫製技術ࢆ学

習ࡿࡍ。 

 ճ࣮ࣁフࣃンࢶの製作 

 ※ミࢩンの使用 

㸦ロࢵクミࢩン含ࡴ㸧 

࣭人体衣服のわࡀࡾ理解

 。たࡁ࡛

࣭立体構成ᖹ面構成の違いࡀ

理解࡛ࡁた。 

࣭衣服素材ࡘい࡚理解ࡋ，適

ษ࡞選択ࡁ࡛ࡀた。 

࣭採寸ࡘい࡚理解࡛ࡁた。 

࣭基礎的࣭基ᮏ的縫製技術ࡀ身

 。たࢀࡽ付け

 

 

 

ձ期ᮎ考査 

ղ技術ࢸスࢺ 

ճワ࣮ク࣭ࢺ࣮ࢩ作品等の提出

物 

մ授業の取ࡾ組ࡳ 

 

 

 

 第 

 

㸰 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ϫ．和服の製作 

 ձ製作の基礎 

 ղ࠙製作ࠚ 

 べい㸦上着㸧ࢇࡌ࣭  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ϭ．発展学習 

 ձ基礎縫いࢆ使ࡗた小物

࡙くࡾ 

 

 

 

 

 

࠙実技࣭製作ࠚ 

 ձ和服の縫製必要࡞手縫い技

術ࢆ復習ࡿࡍ。 

 ղࢇࡌべい㸦上着㸧の製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙実技࣭製作ࠚ 

 ձ手芸小物࡞日常生活ࢆ豊

 インࢨࢹ製品のࡿࡍ

࣭和服の縫製必要࡞基礎的࣭

基ᮏ的手縫い技術ࡀ身付けࡽ

 。たࢀ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ձ技術ࢸスࢺ 

ղワ࣮ク࣭ࢺ࣮ࢩ作品等の提出

物 

ճ授業の取ࡾ組ࡳ 

 

 第 

㸱 

学 

期 

  ղࢨࢹイン基࡙いた作品製作 ࣭創意工夫ࢆ凝ࡋࡽたࢨࢹイン

 。たࢀ作ࡀ

製ࡀ基࡙いた作品インࢨࢹ࣭

作࡛ࡁた。 

ձワ࣮ク࣭ࢺ࣮ࢩ作品等の提出

物 

ղ授業の取ࡾ組ࡳ 



㸳 学習評価 

 評価の観点及び評価方法 

 

観点㸯 関心・意欲・態度 
被服製作興味・関心を持ち，意欲的学習しようすࡿ。作

品を製作すࡿあたࡾ，意欲的工夫・創造しようすࡿ。 

観点㸰 思考・判断・表現 
被服関すࡿ知識・技術を，適切効果的利用すࡿこ࡛ࡀ

 。ࡿࡁ

観点㸱 技能 
洋服・和服製作必要࡞，基礎的・基本的࡞技術ࡀ習得࡛ࡁ，

他の作品への応用ࡿࡁ࡛ࡀ。 

観点㸲 知識・理解 
被服の構成や技法，材料࡞の基本的࡞知識を理解࡛ࡿࡁ。人

体被服のわࡾを理解࡛ࡿࡁ。 

㸦◎＝観点の中࡛特重視すࡿもの㸧 

以上を総合的判断し，評価します。  

 

観点 

評価方法 

観

点

㸯 

観

点

㸰 

観

点

㸱 

観

点

㸲 

備   考 

学習状況の観察 ◎ ○ ○ ○ 学習活動への参加態度 

テスト ○ ◎ ○ ◎ 考査等 

提出物 ◎ ○ ◎ ○ 課題等 

実技 ◎ ○ ◎ ○ 技術テスト・課題作品等 
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